
運送業の今を
少しだけ便利にする「配達くん」

詳細は下記をクリック

信頼されて４０年信頼されて４０年

充実の
アフターサポート

充実の
アフターサポート

システムは安心の
自社開発！

システムは安心の
自社開発！

https://daisosystem.co.jp/

新バージョンリリース新バージョンリリース
※講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
https://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276グリーン経営業務室

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで3.0％の燃費向上、車両故障件数20.9％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2023年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
押してください

関東運輸局13：30～15：30
AP西新宿

Aルーム（５階）
東京都新宿区西新宿 7-2-4

新宿喜楓ビル
10月20日（月）トラック

バス、タクシー

滋賀県トラック総合会館
視聴覚室

 滋賀県守山市木浜町 2298 番地の 4
近畿運輸局10月2日（木）トラック

バス、タクシー 13：30～15：30

昭和35年11月28日第3種郵便物認可 第2264号令和7年（2025年）

９
月
は
「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑

国
の
﹁
第
11
次
交
通
安
全
基
本

計
画
﹂
に
歩
調
を
合
わ
せ
︑
国

土
交
通
省
が
令
和
７
年
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
﹁
事
業
用
自

動
車
総
合
安
全
プ
ラ
ン
﹂
を
策

定
し
た
こ
と
を
受
け
て
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合
安
全

プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂
を
策
定
︒

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
の
目

標
値
と
し
て
︑﹁﹃
死
者
数
﹄
と

﹃
重
傷
者
数
﹄
の
合
計
９
７
０

人
以
下
﹂︑﹁
飲
酒
運
転
事
故
件

数
ゼ
ロ
﹂（
い
ず
れ
も
軽
を
含
ま
ず
）

を
定
め
︑
目
標
達
成
を
目
指
し
て

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
令
和
６
年

中
の
死
亡
・
重
傷
事
故
の
合
計
件

数
は
９
９
４
件
︑
死
者
数
・
重
傷

者
数
の
合
計
は
１
０
５
２
人
で
︑

同
プ
ラ
ン
の
目
標
で
あ
る
９
７
０

人
は
未
達
と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑

飲
酒
に
よ
る
人
身
事
故
件
数
は
16

件
と
︑
近
年
の
減
少
傾
向
か
ら
一

転
し
て
急
増
し
て
お
り
︑
危
機
的

な
状
況
に
あ
る
（
図
）︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
︑﹁
安

全
で
安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
続
け
る
こ
と
﹂
が
社
会

的
使
命
で
あ
り
︑常
に
﹁
安
全
﹂

を
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
な

が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
︒

そ
う
し
た
中
で
︑
依
然
と
し
て

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１
当
事

者
と
な
る
死
亡
・
重
傷
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
る
ほ
か
︑
根

絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運
転

も
発
生
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た

状
況
が
劇
的
に
改
善
さ
れ
な
い

限
り
︑﹁
真
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
﹂
と
し
て
日
本
経
済

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
対
す
る
信
頼

は
︑
大
き
く
損
な
わ
れ
て
し
ま

い
か
ね
な
い
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
か
ら
交
通
事
故
を
根
絶

す
る
た
め
に
︑
国
が
全
国
運
動

と
し
て
展
開
し
て
い
る
﹁
全
国

交
通
安
全
運
動
﹂
に
お
い
て
︑

実
施
項
目
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

て
い
る
﹁
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
﹂
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す

る
形
で
︑
７
年
度
か
ら
４
月
10

日
と
９
月
30
日
を
﹁
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
﹂
に
制
定
︒
全
国
の
会

員
事
業
者
に
対
し
て
一
層
の
安

全
運
転
確
保
を
強
く
求
め
て
い

く
（
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
本
紙
に

同
封
）︒

　

併
せ
て
︑
全
ト
協
で
は
各
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携

し
な
が
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
な
ど
を
対
象
と
し
た
﹁
飲

酒
運
転
し
な
い
﹂
こ
と
を
求
め

る
署
名
活
動
の
展
開
や
︑
事
故

防
止
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
お
け
る

﹁
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
﹂
の

併
催
な
ど
︑
全
国
で
統
一
し
た

交
通
事
故
防
止
活
動
を
展
開
し

て
い
く
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
９
月
21
日
~

30
日
の
﹁
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
﹂
と
︑
９
月
30
日
の
﹁
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
﹂
を
契
機
に
︑

全
国
の
会
員
事
業
者
に
対
し
︑

今
一
度
基
本
に
立
ち
返
っ
て
安

全
運
行
の
確
保
に
努
め
る
よ

う
︑
引
き
続
き
強
く
呼
び
か
け

て
い
く
︒

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
９
月

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
９
月
2121
日
〜
日
〜
3030
日
）
日
）

９
月
30
日
は「
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

令和 7 年「秋の全国交通安全運動」　全ト協　実施計画（骨子）
＜最重点推進項目＞
⑴飲酒運転の根絶
⑵追突事故及び交差点における事故の防止
＜重点推進項目＞
⑶子供を始めとする歩行者及び自転車利用者の安全確保と交通事故防止
⑷夕暮れ時と夜間の歩行者及び自転車利用者の交通事故防止
⑸携帯・スマートフォンの使用禁止等運転マナーの徹底
⑹高速道路における事故の防止
⑺トレーラ事故の防止
⑻健康起因事故の防止
⑼過労運転等の防止
⑽「WEB 版ヒヤリハット集」を活用した安全意識の高揚

今
こ
そ
荷
主
企
業
と
の
運
賃
交
渉
を
！
詳細４・５面

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
中
央
交
通

安
全
対
策
会
議
交
通
対
策
本
部
決
定
の
令

和
７
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
推
進
要

綱
︑
な
ら
び
に
国
土
交
通
省
策
定
の
同
実

施
計
画
に
基
づ
き
︑
９
月
21
日
〜
30
日
の
期

間
︑﹁
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
﹂
を
実
施

す
る（
全
ト
協
実
施
計
画
を
７
面
に
掲
載
）︒

　

な
お
︑
実
施
に
あ
た
っ
て
は
︑
依
然
と
し

て
後
を
絶
た
な
い
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

飲
酒
運
転
事
案
や
︑
事
故
の
約
半
数
を
追

突
事
故
が
占
め
︑
か
つ
︑
死
亡
・
重
傷
事

故
の
約
４
割
が
交
差
点
で
発
生
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
︑
⑴
﹁
飲
酒
運
転
の
根
絶
﹂︑

⑵
﹁
追
突
事
故
及
び
交
差
点
に
お
け
る
事

故
の
防
止
﹂
を
最
重
点
項
目
と
し
て
徹
底

し
て
取
り
組
む
︒

　

さ
ら
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
全
国
統

一
し
た
交
通
事
故
防
止
の
さ
ら
な
る
気
運
の

醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
︑
９
月
30
日
㈫

を
﹁
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
﹂
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
︒

「安全運行」はトラック運送業界最大の責務
「トラック事業における総合安全プラン 2025」最終年

図　「トラック事業における総合安全プラン 2025」達成状況

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（広報部）
https://jta.or.jp
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（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）
※紙面に関する問い合わせは広報部まで

毎月1日・15日発行
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～点検整備編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�事業用貨物自動車は、１日１回、運行の開始前に日常点検を実施
しなければならない。（ ○・× ）

❷	�事業用貨物自動車は、３か月ごとに定期点検整備を実施しなけれ
ばならない。（ ○・× ）

❸	�灯火装置及び方向指示器の点検は、点灯又は点滅具合に不良がな
いだけでなく、汚れ及び損傷がないことも確認する。（ ○・× ）

❹	�ディスク・ホイールの取付状態の点検が義務づけられているの
は、車両総重量８トン以上又は乗車定員20人以上の自動車であ
る。（ ○・× ）

❺	�タイヤの空気圧及びタイヤの溝の深さが十分であるかどうかの点
検は、１日１回、運行前に行わなければならない。（ ○・× ）

（解答は4面）

　あなたは、　前方の車に追従しながら信号交差点を左折し
ようとしています。自車の左側方には原付が走行しています。
この場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避
けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考え
てみましょう。

状 

況

〔第 179回〕「前車に追従しての左折」

（解説・4面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

義
と
経
緯
に
つ
い
て
説
明
し

た
上
で
︑﹁
改
正
事
業
法
の

全
面
施
行
ま
で
３
年
ほ
ど
と

な
る
が
︑
我
々
に
と
っ
て
は

業
界
の
健
全
な
発
展
に
向
け

て
の
長
い
戦
い
に
な
る
と
考

え
て
い
る
︒
本
日
お
集
ま
り

の
委
員
の
皆
様
が
一
致
団
結

し
て
︑
精
一
杯
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
﹂
と
︑
決
意
を

述
べ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
国
土
交
通
省

物
流
・
自
動
車
局
の
三
輪
田

優
子
貨
物
流
通
事
業
課
長

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
︒
同

内
容
を
受
け
て
︑
意
見
交
換

を
行
っ
た
︒

　

同
委
員
会
で
は
今
後
︑
許

可
更
新
制
や
適
正
原
価
な
ど

に
つ
い
て
議
論
や
意
見
交
換
︑

提
言
等
を
実
施
︒
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
と
し
て
の
意
見
集

約
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
︒

「
ド
ラ
イ
バ
ー
時
間
外
労
働

時
間
短
縮
の
取
組
」
判
断
基

準
を
変
更

２
０
２
６
年
Ｇ
マ
ー
ク
申
請

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
こ

の
ほ
ど
︑２
０
２
６
年
度
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
）﹂

申
請
に
関
す
る
変
更
点
を
発

表
し
た
︒

　

変
更
項
目
・
変
更
概
要
は

別
掲
の
通
り
︒

　

全
ト
協
で
は
２
０
２
６
年

度
に
申
請
を
予
定
し
て
い
る

事
業
所
に
対
し
て
︑
同
変
更

内
容
に
つ
い
て
留
意
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

従
業
員
の
賃
金
、
労
働
時
間

等
を
調
査

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

賃
金
・
労
働
時
間
等
の

実
態
﹂
取
り
ま
と
め

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑﹁
２
０
２
４
年

度
版
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の

賃
金
・
労
働
時
間
等
の
実

態
﹂
を
取
り
ま
と
め
︑
公
表

し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
携
わ
る
従
業
員
の
賃

金
や
労
働
時
間
︑
福
利
厚
生

等
の
実
態
を
職
種
別
に
詳
細

に
把
握
し
︑
労
働
環
境
の
改

善
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
に
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
︑
令
和
６
年
５
~
７
月

に
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
た
給

与
の
１
か
月
平
均
額
お
よ
び

そ
の
時
点
に
お
け
る
労
働
時

間
︑
福
利
厚
生
等
の
実
態
に

つ
い
て
︑
６
年
10
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
調
査
を
実
施
し

た
︒

　

同
書
（
本
編
抜
粋
）
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

な
お
︑
本
編

は
会
員
専
用
サ
イ
ト
で
公
開

し
て
い
る
︒

茨
城
Ｔ
Ｓ
に
駐
車
場
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
を
設
置

駐
車
場
の
混
雑
状
況
が

確
認
可
能
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
茨
城
ト
ラ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
︑

茨
城
県
小
美
玉
市
）
の
駐
車

場
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置

し
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
で
映
像
を
配
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
茨
城
Ｔ
Ｓ

の
駐
車
場
に
２
台
の
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
を
設
置
︒
こ
れ
に
よ

り
︑
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
撮
影

さ
れ
た
駐
車
場
の
混
雑
状
況

が
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
毎
日
午
前
１
時
か

ら
２
分
ほ
ど
の
間
は
︑
カ
メ

ラ
の
再
起
動

の
た
め
︑
映

像
を
見
る
こ

と
が
で
き
な

い
︒

　

同
映
像
は
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
視

聴
可
能
︒

動
画
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
押
さ

え
て
お
き
た
い
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ポ
イ
ン
ト
」（
全
８
回
）
制
作

第
１
弾
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の

運
動
習
慣
（
基
礎
編
）﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
健
康
増
進
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
と
し
て
︑
動
画

に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
な

ど
実
効
性
の
あ
る
対
策
に
取

り
組
ん
で
お
り
︑
令
和
６
年

度
は
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
食
生

活
と
健
康
管
理
﹂
の
啓
発
動

画
を
６
本
作
成
・
公
開
し
た
︒

　

７
年
度
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

の
押
さ
え
て
お
き
た
い
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
﹂と
題
し
︑

運
動
や
睡
眠
な
ど
に
関
す
る

動
画
を
全
８
回
制
作
予
定
で

あ
り
︑８
月
26
日
に
は
第
１
回

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

た
め
の
運
動
習
慣（
基
礎
編
）

︱
運
動
の
メ
リ
ッ
ト
と
個
性

に
あ
っ
た
運
動
の
す
す
め
︱
﹂

を
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
で
公
開

し
た
︒

　

今
回
の
動
画
で
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
リ

ス
ク
や
︑
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
運
動
量
の
目
安
︑
運
動

を
実
践
す
る
際
の
注
意
事
項

９
月
は
全
国
統
一
の
強
化
月
間

令
和
７
年
度
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
お
け
る

点
検
整
備
推
進
運
動
﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
９
月
１
日
㈪
~
30
日
㈫

の
１
か
月
間
を
令
和
７
年
度

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お

け
る
点
検
整
備
推
進
運
動
﹂

の
全
国
統
一
強
化
月
間
と
定

め
︑
会
員
事
業
者
に
対
し
て

点
検
整
備
の
確
実
な
実
施
の

徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

同
期
間
に
お
い
て
は
︑
①

大
型
貨
物
自
動
車
に
関
す
る

適
切
な
点
検
・
整
備
の
実
施

方
法
に
つ
い
て
の
啓
発
（
表

﹁
重
点
点
検
項
目
﹂）︑
②

黒
煙
濃
度
に
影
響
を
及
ぼ
す

部
品
等
の
自

主
点
検
・
整

備
の
実
施
に

関
す
る
啓
発

︱
︱
の
２
つ
を
実
施
項
目
と

し
︑
重
点
を
置
い
て
実
施
す

る
︒

　

実
施
要
領
等
の
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

や
長
く
続
け
る
た
め
の
工
夫

の
仕
方
な
ど
を
紹
介
︒
な
お
︑

第
２
回
以
降
の
動
画
も
︑
同

ペ
ー
ジ
上
で
順
次
公
開
予
定
︒

業
務
前
自
動
点
呼
の
開
始
に

合
わ
せ
助
成
対
象
範
囲
を
一

部
改
正

﹁
自
動
点
呼
機
器
・
Ｄ
Ｘ

導
入
促
進
助
成
事
業
﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
７
年
度
﹁
自
動
点

呼
機
器
・
Ｄ
Ｘ
導
入
促
進
助

成
事
業
﹂
に
つ
い
て
︑
助
成

対
象
の
範
囲
を
一
部
改
正
し

た
︒

　

同
助
成
事
業
は
︑
全
ト
協

会
員
事
業
者
が
自
動
点
呼
機

器
を
導
入
す
る
場
合
︑
導
入

費
用
の
一
部
の
助
成
支
援
を

行
う
も
の
︒
今
回
の
改
正
は
︑

令
和
７
年
８
月
８
日
付
で
︑

自
動
点
呼
機
器
の
範
囲
が
拡

大
（
業
務
前
自
動
点
呼
機
器

が
認
定
）
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
の
措
置
と
な
る
（
関
連

３
面
）︒

　

同
事
業
に
関
す
る
詳
細

は
︑
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

７
年
度
事
業
計
画
を
承
認

第
20
回
﹁
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク

・
高
圧
ガ
ス
部
会
﹂

　

第
20
回
﹁
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ

ク
・
高
圧
ガ
ス
部
会
﹂（
堀

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

８
月
27
日
︑
第
１
回
﹁
ト
ラ

ッ
ク
適
正
化
二
法
対
策
委
員

会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

同
委
員
会
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

④
違
法
な﹁
白
ト
ラ
﹂

に
係
る
荷
主
等
の
取

締
り
︱
︱
等
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
︒

　

委
員
会
で
は
冒

頭
︑
正
副
委
員
長
の

選
任
が
行
わ
れ
︑
委

員
長
に
は
寺
岡
洋
一

全
ト
協
会
長
が
︑
ま

た
副
委
員
長
に
は
馬

渡
雅
敏
全
ト
協
副
会

長
が
選
任
さ
れ
た
︒

選
任
後
の
あ
い
さ
つ

で
寺
岡
委
員
長
は
︑

同
委
員
会
設
立
の
意

ド
ラ
イ
バ
ー
の
適
切
な
賃
金

の
確
保
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
質
の
向
上
等
を
目
的
と

す
る
︑
改
正
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
と
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の

体
制
の
整
備
等
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
︑
令
和
７
年
６
月
11

日
公
布
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
に
設
置
し
た

も
の
︒
改
正
事
業
法
に
は
︑

①
許
可
の
更
新
制
度
の
導

入
︑
②
﹁
適
正
原
価
﹂
を
下

回
る
運
賃
お
よ
び
料
金
の
制

限
︑
③
委
託
次
数
の
制
限
︑

「
は
た
ら
く
ト
ラ
ッ
ク
総
選

挙
」
の
開
催
通
じ
ト
ラ
ッ
ク

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
吉
田
修
一
会
長
）
で
は
現

在
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
魅
力
を
広

く
周
知
す
る
こ
と
を
目
的

に
︑
好
き
な
ト
ラ
ッ
ク
No.
１

を
Ｗ
ｅ
ｂ
投
票
で
決
定
す
る

﹁
は
た
ら
く
ト
ラ
ッ
ク
総
選

挙
﹂
を
開
催

し
て
い
る
︒

　

様
々
な
シ

ー
ン
で
活
躍

す
る
全
13
種
類
の
ト
ラ
ッ
ク

の
中
か
ら
﹁
推
し
の
１
台
﹂

を
選
ん
で
特
設
サ
イ
ト
（
二

次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
投
票
す

る
も
の
で
︑
投
票
期
間
は
10

月
18
日
㈯
ま
で
︒

　

１
位
の
ト
ラ
ッ
ク
に
投
票

し
︑
賞
品
に
応
募
し
た
投
票

者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
０
０

人
に
﹁
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ョ
ロ

Ｑ
な
ど
神
奈
川
県
ト
協
グ
ッ

ズ
詰
め
合
わ
せ
﹂
を
︑
ま
た

抽
選
で
５
人
に
︑
前
出
の
グ

ッ
ズ
に
加
え
︑
１
万
円
相
当

の
ト
ラ
ッ
ク
ミ
ニ
カ
ー
セ
ッ

ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
︒

　

投
票
に
関
す
る
詳
細
等
に

つ
い
て
は
︑
特
設
サ
イ
ト
を

参
照
︒

「
許
可
更
新
制
」「
適
正
原
価
」

な
ど
に
つ
い
て
検
討
ス
タ
ー
ト

田
正
二
部
会
長
）
総
会
が
︑

８
月
25
日
に
福
岡
県
福
岡
市

の
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会

館
で
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
題
と
し
て
︑
①
令
和
６

年
度
事
業
報
告
（
案
）︑
②

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改

選
︑
③
７
年
度
事
業
計
画

（
案
）
︱
︱
な
ど
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
︑
原
案
通
り
承

認
し
た
︒

　

②
で
は
︑
部
会
長
に
堀
田

正
二
氏
を
再
任
︒
副
部
会
長

に
は
︑
日
本
液
体
運
輸
㈱
の

巽
大
輔
代
表
取
締
役
社
長

（
東
京
都
）
と
松
藤
商
事
㈱

の
清
水
順
二
専
務
取
締
役

（
福
岡
県
）
が
新
た
に
就
任

し
た
ほ
か
︑
堀
江
浩
太
氏
︑

伊
藤
保
義
氏
︑小
谷
哲
雄
氏
︑

山
下
英
樹
氏
が
再
任
さ
れ
た
︒

　

ま
た
③
に
は
︑﹁
危
険
物

荷
卸
し
時
相
互
立
会
い
の
推

進
に
向
け
た
活
動
の
実
施
﹂

や
﹁
関
係
法
令
に
関
す
る
諸

課
題
改
善
の
推
進
﹂︑﹁
関
係

行
政
機
関
お
よ
び
荷
主
団
体

等
と
の
連
携
強
化
や
部
会
員

相
互
の
情
報
交
換
﹂の
ほ
か
︑

部
会
組
織
の
拡
充
に
向
け
た

検
討
を
行
う
こ
と
を
盛
り
込

ん
だ
︒

３
号
連
続
で
ド
ラ
イ
バ
ー
向

け
健
康
啓
発
チ
ラ
シ
を
同
封

最
終
回
は
﹁
腰
痛
予
防
﹂・

﹁
特
定
保
健
指
導
活
用
﹂

が
テ
ー
マ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
厚
生
労
働
省
・
全
国
健

康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）・
健
康
保
険
組
合
連
合
会

（
健
保
連
）と
連
携
し
た﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
づ
く
り
﹂

を
推
進
し
て
お
り
︑
こ
の
一

環
と
し
て
︑
Ａ
４
両
面
印
刷

の
健
康
啓
発
チ
ラ
シ
を
連
名

で
作
成
し
た
︒﹃
広
報
と
ら
っ

く
﹄
で
は
︑
今
号
ま
で
３
号

連
続
︑
合
計
６
テ
ー
マ
６
枚

を
同
封
し
た
︒
今
号
は
︑﹁
職

場
で
の
腰
痛
発
生
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
！
﹂（
写
真
①
）︑

﹁
特
定
保
健
指
導
の
積
極
的

な
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
﹂

（
写
真
②
）
の
２
種
類
︒

　

な
お
︑
同
チ
ラ
シ
は
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
︒

第
１
回
「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
対
策
委
員
会
」

第20回「タンクトラック・高圧ガス部会」総
会（8月25日、福岡県トラック総合会館）

あいさつする寺岡委員長

第1回「トラック適正化二法対策委員会」（8月27日、全ト協）

（
９
月
１
日
〜
30
日
）

▽
９
月
４
日

・
第
46
回
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会

▽
９
月
５
日

・
第
55
回
鉄
骨
・
橋
梁
部
会

▽
９
月
10
日

・
第
１
２
５
回
交
通
対
策
委
員
会

▽
９
月
16
日

・
第
24
回
労
働
安
全
・
災
害
防
止
委

員
会

▽
９
月
17
日

・
第
51
回
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
輸
送

部
会

▽
９
月
29
日

・
第
13
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会

▽
９
月
26
日

・
女
性
部
会
全
国
研
修
会

▽
９
月
29
日

・
第
13
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委

員
会

▽
９
月
30
日

・
第
58
回
環
境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
委
員
会

流通経済大学で流通経済大学で
全ト協推薦入試を実施全ト協推薦入試を実施

　物流関係の教育・研究に力を入れている流通経済大
学では、次代を担う物流事業者の育成を目的として、全
日本トラック協会からの推薦入試（総合型選抜エントリ
ー型）を実施する。

▽�募集学部：経済学部（経済学科、経営学科）、共創
社会学部（地域人間科学科、国際文化ツーリズム学
科）、流通情報学部（流通情報学科）、法学部（法律
学科、自治行政学科）、スポーツ健康科学部（スポー
ツ健康科学科、スポーツコミュニケ
ーション学科）

※�出願方法や入試日程などの詳細は、
全ト協ホームページ（二次元コード）
を参照。

９
月
末
ま
で
駐
車
場
の
一

部
の
利
用
を
制
限

尾
道
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

尾
道
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
水
道
管
試

掘
調
査
の
た
め
駐
車
場
の
一
部

（
６
台
分
）
の
利
用
を
制
限
し

て
お
り
︑
工
事
期
間
中
（
９
月

30
日
㈫
ま
で
）
は
︑
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
利
用
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

2026 年度の G マーク申請について（変更点）
【変更項目】
評価項目Ⅲ．安全性に対する取組の積極性
グループ３－⑷　ドライバー時間外労働時間短縮の取組
の状況

【変更概要】
＜判断方針＞
ドライバー時間外労働時間の更なる時間短縮に向けた取
組について評価
＜判断基準＞
①ドライバーの時間外労働時間について、2026年７月
１日現在有効な３６協定届にて、１年の時間外労働時
間数が８８０時間以下であることを評価（２点付与）
②ドライバーの時間外労働時間について、2026年７月
１日現在有効な３６協定届にて、１年の時間外労働時
間数が、前回届出の時間数を下回っていることを評価
（１点付与）
　※令和８（2026）年度限り

表　重点点検項目
点検時期

点検箇所 ３か月点検 12か月点検

原動機 燃料装置 燃料漏れ 同左

電気装置 電気配線 接続部の緩みおよび損傷 同左

制動装置
ホースおよびパイプ 漏れ、損傷および取付状態 同左

ブレーキ・チャンバ ロッドのストローク 同左、機能

走行装置 ホイール

①タイヤの状態 同左
②ホイール・ナットおよび

ホイール・ボルトの緩み 同左
③フロント・ホイール・

ベアリングのがた 同左
①ホイール・ナットおよび

ホイール・ボルトの損傷
②リム、サイド・リングおよび
ディスク・ホイールの損傷

③リヤ・ホイール・
ベアリングのがた

第
84
回
「
広
報
委
員
会
」ま

た
︑
次
回
の
広
報
委
員
会

に
関
し
て
は
︑
11
月
22
日
に

埼
玉
県
熊
谷
市
で
開
催
し
︑

翌
23
日
に
は
︑
埼
玉
県
ト
ラ

ッ
ク
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
同

県
深
谷
市
）
で
行
わ
れ
る
埼

玉
県
ト
協
主
催
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
イ
ベ
ン
ト
︑﹁
さ
い

た
ま
ト
ラ
ッ
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ

ェ
ア
２
０
２
５
﹂
を
視
察
す
る

こ
と
と
し
た
︒

　

そ
の
ほ
か
︑﹃
広
報
と
ら
っ

く
﹄
の
発
行
状
況
お
よ
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運

営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
︒

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
し
て
は
︑
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
・
Ｘ
・
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

と
も
に
登
録
者
数
・
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
が
増
加
中
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
︑
今
後
も
引

き
続
き
︑
各
種
媒
体
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
登
録
者
の
増

加
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

８
月
27
日
︑
第
84
回
﹁
広
報

委
員
会
﹂
を
開
催
し
た
︒
冒

頭
に
行
わ
れ
た
正
副
委
員
長

の
選
任
で
は
︑
髙
田
和
夫
全

ト
協
副
会
長
（
富
山
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
）が
委
員
長
︑

小
林
和
男
全
ト
協
副
会
長

（
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
が
副
委
員
長
に
選
任
さ

れ
た
︒

　

議
事
で
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の

日
﹂
ポ
ス
タ
ー
の
選
定
︑
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
関
連
事
業
な

ど
︑
令
和
７
年
度
の
広
報
事

業
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
︒

委
員
長
に
髙
田
和
夫
氏
を
選
任

第84回「広報委員会」（8月27日、全ト協）
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ト
ラ
ッ
ク
タ

イ
ヤ
の
作
業
従

事
者
に
な
っ

て
︑
30
年
以
上

経
過
し
ま
す
が
︑
こ
れ
ま
で
安
全
だ
と
考
え

て
い
た
こ
と
が
︑
全
く
通
用
し
な
い
時
代
に

な
り
ま
し
た
︒

　

特
に
今
年
の
夏
は
気
温
40
℃
を
超
え
る
日

が
多
く
︑
駐
車
場
に
一
晩
停
め
て
い
た
ト
ラ
ッ

ク
の
前
輪
タ
イ
ヤ
が
夜
中
に
バ
ー
ス
ト
し
た

り
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
吊
る
さ
れ
た
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ

が
突
然
︑
運
転
中
に
爆
音
を
立
て
て
バ
ー
ス

ト
し
た
り
と
︑気
温
上
昇
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

﹁
超
常
現
象
﹂
が
発
生
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
う
し
た
極
端
な
ケ
ー
ス
は
︑﹁
タ
イ
ヤ
の

鮮
度
不
足
﹂
が
招
い
た
も
の
で
す
︒
バ
ー
ス

会
社
で
は
︑
運
転
歴
２
~
３
年

の
︑
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
前
輪
タ
イ
ヤ

が
︑
走
行
中
に
バ
ー
ス
ト
︒
路
肩
に
逃
れ
大
事

故
は
免
れ
た
も
の
の
︑
バ
ー
ス
ト
の
威
力
を
体

験
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
運
転
恐
怖
症
に
陥
り
︑

退
職
す
る
か
し
な
い
か
の
話
ま
で
に
発
展
し
た

そ
う
で
す
︒

　

バ
ー
ス
ト
再
発
防
止
の
た
め
に
︑
そ
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
勤
務
す
る
会
社
は
考
え
を
改
め
︑
保

有
す
る
ト
ラ
ッ
ク
全
車
両
の
タ
イ
ヤ
を
点
検
し
︑

﹁
製
造
時
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
た
タ
イ
ヤ
﹂

を
︑
す
べ
て
新
品
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
ま
し
た
︒

タ
イ
ヤ
を
新
品
に
替
え
れ
ば
︑
雨
の
日
の
ブ
レ

ー
キ
制
動
力
が
大
幅
に
増
す
だ
け
で
な
く
︑
雨

天
路
面
で
起
こ
る
﹁
空
転
ス
リ
ッ
プ
﹂
の
頻
度

が
減
る
た
め
︑
大
幅
な
燃
費
向
上
に
繋
が
り
ま

す
︒
ま
た
︑
会
社
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
て
︑

﹁
上
り
坂
で
ク
ル
マ
が
進
ま
な
い
﹂
と
い
う
よ

ト
し
た
の
は
︑
筆
者
が
提
唱
す
る
﹁
安
全
な
鮮

度
は
４
年
以
内
﹂
を
大
幅
に
超
え
る
︑﹁
６
~
７

年
も
の
﹂
の
タ
イ
ヤ
ば
か
り
で
︑
そ
の
よ
う
な
古

い
タ
イ
ヤ
を
80
℃
近
く
ま
で
達
す
る
夏
場
の
鉄

板
路
面
で
使
え
ば
︑
何
が
起
こ
っ
て
も
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
︒

　

特
に
︑
一
度
も
タ
イ
ヤ
を
バ
ー
ス
ト
さ
せ
た
経

験
が
な
い
ト
ラ
ッ
ク
ユ
ー
ザ
ー
は
﹁
今
ま
で
起
き

た
こ
と
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
﹂
と
言
っ
て
︑
タ
イ

ヤ
従
事
者
の
判
断
を
無
視
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
す
が
︑
タ
イ
ヤ
従
事
者
の
﹁
バ
ー
ス
ト
予

測
率
（
１
年
以
内
）﹂
は
80
％
以
上
と
︑
高
い

的
中
率
を
誇
り
ま
す
︒
タ
イ
ヤ
従
事
者
の
助
言

に
は
︑
ぜ
ひ
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
バ
ー
ス
ト
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
定
着

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
︒
私
の
知
る

う
な
回
答
が
あ
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
の
溝
不
足
か
︑

ゴ
ム
が
劣
化
し
て
い
る
証
拠
で
す
か
ら
︑
バ
ー

ス
ト
の
危
険
性
を
考
え
て
︑
新
品
に
交
換
し
ま

し
ょ
う
︒
そ
う
し
た
日
々
の
タ
イ
ヤ
ケ
ア
が
安

全
を
担
保
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
守
る
の
で
す
︒

　

最
後
に
も
う
一
つ
︑
ぜ
ひ
注
意
し
て
ほ
し
い
点

が
あ
り
ま
す
︒
そ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

の
新
車
時
か
ら
搭
載
さ
れ
て
い
る

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
を
前
輪
に
使
用
す
る

場
合
︑﹁
製
造
か
ら
２
年
以
内
﹂
の

も
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
︒
４
年
ほ
ど
未
使
用
の
ス
ペ
ア
タ

イ
ヤ
を
装
着
し
て
夏
場
の
路
面
を

走
行
し
た
結
果
︑
数
日
後
に
そ
の

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
突
然
バ
ー
ス
ト
す

る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
れ
か
ら
涼
し
い
季
節
に
入
る

と
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
一
気
に
20

％
ほ
ど
低
下
し
ま
す
︒
鮮
度
の
古

い
タ
イ
ヤ
ほ
ど
︑﹁
低
圧
バ
ー
ス
ト
﹂

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
︑

本
当
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
︒

 

第
167
回 

「『
超
常
バ
ー
ス
ト
事
故
』を
防
ぐ
た
め
に
」

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

「
物
流
革
新
の
集
中
改
革
の
推
進
」に

　
　
向
け
概
算
要
求
額
を
大
幅
増
額

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
概
要

持
続
可
能
な
物
流
網
維
持
・

効
率
化
の
実
現
に
向
け
て
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
鉄
鋼

部
会
（
三
村
文
雄
部
会
長
）

と
連
携
し
な
が
ら
︑
発
荷
主

・
着
荷
主
間
で
の
連
携
を
促

進
す
る
﹁
発
着
連
携
﹂（
物

流
負
荷
軽
減
の
た
め
に
鋼
材

ユ
ー
ザ
ー
業
界
に
協
力
を
呼

び
か
け
）・﹁
着
発
連
携
﹂（
原

料
・
資
材
等
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

業
界
へ
製
鉄
所
へ
の
納
入
に

係
る
問
題
点
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き

た
︒
な
か
で
も
︑﹁
発
着
連
携
﹂

に
関
す
る
取
り
組
み
で
は
︑

令
和
５
年
７
月
に
関
係
ユ
ー

ザ
ー
団
体
に
対
し
て
﹁
鋼
材

物
流
に
お
け
る
２
０
２
４
年

問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
﹂
と

題
し
た
文
書
を
発
出
し
て
連

携
を
呼
び
か
け
た
ほ
か
︑
同

連
盟
会
員
企
業
で
あ
る
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
個
社
に
よ
る
鋼
材

ユ
ー
ザ
ー
個
社
と
の
発
着
連

携
を
進
め
て
き
た
（
本
紙
５

年
９
月
１
日
号
参
照
）︒

　

一
方
で
︑
同
連
盟
に
よ
る

改
善
へ
の
取
り
組
み
は
道
半

ば
で
あ
り
︑
一
部
で
未
対
応

な
部
分
が
残
存
し
て
い
た
︒

ま
た
︑
今
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
改
正
物
流
効
率
化

法
に
伴
う
政
府
の
規
制
強
化

へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
た
︒

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
︑
同
連
盟
で
は
持
続
可
能

な
鋼
材
物
流
の
実
現
に
向
け

て
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
呼
び
か
け
合
い
︑
連
携

し
て
い
く
べ
き
事
項
を
整
理

し
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て
策
定
︒
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
用
い
な
が
ら
︑
改
め
て
発

着
連
携
を
進
め
る
こ
と
と
し

た
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
取
り

ま
と
め
た
内
容
は
︑
別
掲
の

通
り
︒
特
に
︑
②
﹁
納
入
時

間
の
柔
軟
化
・
緩
和
﹂
~
⑤

﹁
出
荷
量
の
平
準
化
﹂で
は
︑

改
正
物
流
効
率
化
法
で
発
・

着
の
全
荷
主
事
業
者
に
対
し

て
取
り
組
み
が
義
務
化
さ
れ

た
﹁
積
載
効
率
向
上
﹂
や﹁
荷

待
ち
時
間
の
短
縮
﹂
な
ど
︑

物
流
効
率
化
に
向
け
た
措
置

へ
の
対
応
に
つ
い
て
盛
り
込
ん

で
い
る
︒
ま
た
︑
⑥
﹁
持
続

可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

構
築
・
効
率
化
の
た
め
の
適

切
な
費
用
負
担
に
つ
い
て
﹂

で
は
︑
近
年
上
昇
が
続
い
て

い
る
物
流
コ
ス
ト
に
関
し
て
︑

国
土
交
通
省
が
定
め
る
﹁
標

準
的
運
賃
﹂
等
の
設
定
を
踏

ま
え
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
応
分
に
負
担
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
物
流
効
率
化
に

向
け
た
措
置
に
つ
い
て
︑
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
納
入
︑
低
積
載

や
短
納
期
オ
ー
ダ
ー
等
︑
物

流
効
率
化
に
向
け
た
取
り
組

み
に
逆
行
し
う
る
ケ
ー
ス
に

起
因
し
て
発
生
し
た
非
効
率

相
当
分
に
つ
い
て
は
︑
今
後

着
荷
主
側
に
適
切
な
追
加
費

用
負
担
を
依
頼
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も

盛
り
込
ん
だ
︒

　

同
日
開
催
さ
れ
た
記
者
会

見
で
︑
同
連
盟
製
品
物
流
専

門
委
員
会
の
川
越
潤
委
員
長

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
㈱
物
流

統
括
部
長
）
は
︑﹁
同
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
全
ト
協
鉄
鋼
部

会
と
の
合
同
会
合
で
も
情
報

共
有
・
意
見
交
換
を
実
施
し

て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
と
連
携
し
て
進
め
て
い

く
︒﹃
物
流
は
社
会
の
血
液
﹄

と
も
い
え
る
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
︑
そ
の
持
続
可
能
性
を
守

る
た
め
に
︑
鉄
鋼
業
界
が
先

陣
を
切
っ
て
動
き
出
し
た
こ

と
は
︑
業
界
の
枠
を
超
え
た

社
会
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
︑
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
意
義
を
強

調
し
た
︒

　

同
連
盟
で
は
９
月
以
降
︑

約
30
の
鋼
材
ユ
ー
ザ
ー
団
体

に
対
し
て
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
内
容
を
説
明
し
︑
ユ
ー
ザ

ー
団
体
会
員
各
社
に
周
知
を

依
頼
︒
そ
の
上
で
︑
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
個
社
が
鋼
材
ユ
ー
ザ

ー
に
対
し
て
︑
発
着
連
携
の

さ
ら
な
る
強
化
を
呼
び
か

け
︑
持
続
可
能
な
鋼
材
物
流

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
︑
同
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
︒

　

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
や
鋼
材
商

社
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
事
業
者
団
体
で
あ
る
日
本

鉄
鋼
連
盟
（
今
井
正
会
長
）

は
８
月
21
日
︑﹁
持
続
可
能

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築

・
効
率
化
の
た
め
の
鋼
材
物

流
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂（
写
真
）

を
策
定
し
た
と
発
表
し
た
︒

　

同
連
盟
で
は
︑
鉄
鋼
製
品

の
持
続
的
な
安
全
供
給
を
維

持
す
る
観
点
か
ら
︑﹁
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
の
影

響
に
つ
い
て
危
機
感
を
強
く

も
っ
て
い
た
︒
特
に
︑
鋼
材

輸
送
は
特
殊
な
形
状
の
荷
姿

の
重
量
物
・
長
大
物
に
合
わ

せ
た
輸
送
形
態
で
あ
り
︑
制

約
が
極
め
て
大
き
い
輸
送
で

あ
る
こ
と
︑
ま
た
鋼
材
輸
送

に
あ
た
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
高
齢
化
・
不
足
な
ど

か
ら
︑
こ
う
し
た
業
界
特
性

を
も
ち
な
が
ら
﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂
に
対
応
す
る
た
め

に
は
︑
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
と
鋼

材
ユ
ー
ザ
ー
が
連
携
し
た
上

で
︑
業
界
独
自
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
認
識
︒
積

載
率
の
向
上
︑
荷
待
ち
時
間

等
の
短
縮
を
は
じ
め
と
す
る

日
本
船
主
協
会
理
事
長
が
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
︒

　

９
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
第
６
回
検
討
会
で
は
︑

引
き
続
き
構
成
員
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
︑

論
点
整
理
と
提
言
に
盛
り
込

む
事
項
の
検
討
を
行
う
予
定
︒

が
限
定
的
だ
っ
た
こ
と
か
ら
︑

今
般
の
改
正
が
行
わ
れ
た
︒

　

通
達
の
詳
細
は
︑
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
︑
二

次
元
コ
ー
ド

①
）を
参
照
︒

　

な
お
︑
国
交
省
で
は
８
月

20
日
ま
で
に
業
務
前
自
動
点

呼
対
象
機
器
を
４
件
認
定

し
︑
公
表
し
た
︒
認
定
を
受

け
た
業
務
前
自
動
点
呼
機
器

一
覧
は
︑
国

交
省
Ｈ
Ｐ（
二

次
元
コ
ー
ド

②
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
︒

 

構
成
員
等
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

第
５
回
「
総
合
物
流
施
策

大
綱
に
関
す
る
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
８
月
21

日
︑
第
５
回
﹁
２
０
３
０
年

度
に
向
け
た
総
合
物
流
施
策

大
綱
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
座

長
:
根
本
敏
則
敬
愛
大
学

特
任
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
次
期
﹁
総

合
物
流
施
策
大
綱
﹂
の
策
定

に
向
け
て
︑
今
後
の
物
流
施

策
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
言

を
得
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
︒

　

今
回
は
︑
第
３
回
（
７
月

10
日
）︑第
４
回（
７
月
28
日
）

に
続
き
︑
構
成
員
等
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
︒
構
成
員
か
ら
は
︑
奥
田

敏
晴
京
都
府
城
陽
市
長
︑
堀

陽
介
㈱
Ｒ
＆
Ｃ
な
が
の
青
果

代
表
取
締
役
社
長
︑
白
石
豊

三
菱
食
品
㈱
執
行
役
員
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
本
部
長
︑
神
林

幸
宏
全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
常
務
理
事
︑
澤
江
潔
経

済
団
体
連
合
会
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
委
員
会
企
画
部
会
長
︑

山
本
浩
喜
イ
オ
ン
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
㈱
代
表
取
締
役
社

長
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
ほ
か
︑
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
篠
原
康
弘

　

国
土
交
通
省
は
８
月
26

日
︑
令
和
８
年
度
予
算
概
算

要
求
概
要
を
公
表
し
た
︒

　

予
算
概
算
要
求
額
は
︑
一

般
会
計
７
兆
８
１
２
億
円
︑

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会

計
３
６
７
億
円
︑
財
政
投
融

資
１
兆
６
４
１
３
億
円
︒

　

物
流
・
自
動
車
局
関
係
予

算
概
算
要
求
概
要
で
は
︑
８

年
度
概
算
要
求
額
と
し
て
７

６
２
億
円
（
前
年
度
比
１
・

１
倍
）︒
そ
の
う
ち
︑
物
流

関
係
は
同
２
・
１
倍
の
52
億

円
を
計
上
︒
予
算
の
４
本
柱

の
ひ
と
つ
に
﹁
次
期
﹃
総
合

物
流
施
策
大
綱
﹄
の
策
定
を

見
据
え
た
物
流
革
新
の
集
中

改
革
の
推
進
﹂
を
据
え
︑
２

０
３
０
年
度
ま
で
の
﹁
集
中

改
革
期
間
﹂
に
お
け
る
物
流

革
新
の
実
現
に
向
け
て
︑
次

期
大
綱
の
策
定
を
見
据
え
︑

物
流
の
効
率
化
︑
商
慣
行
の

見
直
し
︑
荷
主
・
消
費
者
の

行
動
変
容
等
を
柱
と
す
る
抜

本
的
・
総
合
的
な
施
策
を
強

力
に
推
進
す
る
と
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
連

の
要
求
内
容
と
し
て
は
︑﹁
物

流
の
効
率
化
﹂（
44
億
３
２
０

０
万
円
︑同
１
・
９
倍
）︑﹁
商

慣
行
の
見
直
し
﹂（
３
億
３
４

０
０
万
円
︑
同
４
・
９
倍
）︑

﹁
荷
主
・
消
費
者
の
行
動
変

容
等
﹂（
２
億
９
５
０
０
万
円
︑

９
月
は
﹁
職
場
の
健
康

診
断
実
施
強
化
月
間
﹂

事
業
者
に
対
し
健
診
お

よ
び
事
後
措
置
実
施
の

徹
底
等
を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
毎
年

９
月
を
﹁
職
場
の
健
康
診
断

実
施
強
化
月
間
﹂
と
位
置
付

け
︑
集
中
的
・
重
点
的
に
健

康
診
断
実
施
に
関
す
る
啓
発

を
行
っ
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
労
働
安
全

衛
生
法
に
基
づ
く
一
般
定
期

健
康
診
断
の
実
施
︑
そ
の
結

果
に
つ
い
て
の
医
師
の
意
見

聴
取
お
よ
び
そ

の
意
見
を
踏
ま

え
た
就
業
上
の

措
置
の
実
施
に
つ

い
て
︑
同
月
間

を
通
じ
て
事
業

者
に
働
き
か
け

て
い
る
︒

　

同
月
間
に
お

け
る
取
り
組
み

の
重
点
事
項
は
︑

別
掲
の
通
り
︒

同
14
・
８
倍
）︑﹁
財
政
投
融

資
を
活
用
し
た
物
流
施
設
・

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
投
資
の
推
進
﹂

（
財
政
投
融
資
計
画
要
求
額

１
３
２
億
円
）
な
ど
を
計
上

し
た
︒

 

﹁
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

予
備
隊
員
制
度
﹂
創
設
、

予
備
隊
員
を
公
募

被
災
地
方
公
共
団
体
等
へ
の

支
援
体
制
強
化

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
近
年

の
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自

然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
︑

災
害
対
応
体
制
を
強
化
す
る

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

﹁
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）

予
備
隊
員
制
度
﹂
を
令
和
７

年
６
月
に
創
設
︑
８
月
20
日

か
ら
募
集
を
開
始
し
た
︒

　

同
制
度
は
︑
災
害
時
に
専

　

厚
労
省
で
は
事
業
者
に
対

し
︑
自
身
の
事
業
場
に
お
け

る
健
康
診
断
に
係
る
取
り
組

み
状
況
等
の
確
認
お
よ
び
適

切
な
実
施
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

 

﹁
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
意
識
を
向
け
て　

ス
ト

レ
ス
チ
ェッ
ク
で
健
康
職
場
﹂

10
月
１
日
〜
７
日
は

全
国
労
働
衛
生
週
間

　

厚
生
労
働
省
は
︑
９
月
１

日
㈪
~
30
日
㈫
を
準
備
期

間
︑
10
月
１
日
㈬
~
７
日
㈫

を
本
週
間
と
し
て
︑
令
和
７

年
度
（
第
76
回
）﹁
全
国
労

働
衛
生
週
間
﹂を
実
施
す
る
︒

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
︑

門
的
な
知
識
を
有
す
る
民
間

企
業
等
の
人
材
を
災
害
時
に

国
家
公
務
員（
非
常
勤
職
員
）

と
し
て
被
災
し
た
地
方
自
治

体
や
関
係
団
体
等
に
派
遣

し
︑
被
災
地
の
円
滑
な
復
旧

・
復
興
を
支
援
す
る
も
の
︒

被
災
地
方
公
共
団
体
が
設
置

す
る
物
資
拠
点
の
管
理
・
運

営
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体

へ
の
技
術
的
助
言
︑
各
避
難

所
等
へ
の
配
送
等
に
関
す
る

地
方
公
共
団
体
へ
の
技
術
的

助
言
︑
そ
の
他
関
係
者
・
関

係
機
関
と
の
調
整
を
Ｔ
Ｅ
Ｃ

︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
一
員
と
し

て
行
う
︒

　

同
隊
員
は
︑
被
災
地
方
公

共
団
体
に
派
遣
さ
れ
た
リ
エ

ゾ
ン
ま
た
は
輸
送
支
援
班
と

し
て
︑
地
方
公
共
団
体
が
設

置
す
る
物
資
拠
点
の
管
理
・

運
営
︑
配
送
状
況
︑
支
援
ニ

ー
ズ
等
を
日
々
確
認
し
︑
地

方
運
輸
局
災
害
対
策
本
部
等

を
通
じ
て
︑
政
府
の
現
地
対

策
本
部
や
国
交
省
本
省
災
害

﹁
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
に
意
識
を
向
け
て　

ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
で
健
康
職

場
﹂︒
事
業
場
に
お
け
る
労

働
衛
生
意
識
の
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
︑
自
主
的
な
労
働

衛
生
管
理
活
動
の
一
層
の
促

進
を
図
る
︒

　

同
週
間
に
お
け
る
事
業
場

で
の
実
施
事
項
は
次
の
通
り
︒

①
事
業
者
ま
た
は
総
括
安
全

衛
生
管
理
者
に
よ
る
職
場
巡

視
︑
②
労
働
衛
生
旗
の
掲
揚

お
よ
び
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
の
掲

示
︑
③
労
働
衛
生
に
関
す
る

優
良
職
場
︑
功
績
者
等
の
表

彰
︑
④
有
害
物
の
漏
え
い
に

よ
る
事
故
︑
酸
素
欠
乏
症
等

に
よ
る
事
故
等
緊
急
時
の
災

害
を
想
定
し
た
実
地
訓
練
等

の
実
施
︑
⑤
労
働
衛
生
に
関

す
る
講
習
会
・
見
学
会
等
の

開
催
︑
作
文
・
写
真
・
標
語

等
の
掲
示
︑
そ
の
他
労
働
衛

生
の
意
識
高
揚
の
た
め
の
行

事
等
の
実
施
︒

 

監
督
指
導
実
施
事
業
場
の

８
割
超
で
労
働
基
準
関
係

法
令
違
反
を
確
認

令
和
６
年
の
監
督
指
導
、

送
検
等
の
状
況

　

厚
生
労
働
省
は
８
月
８

日
︑
労
働
基
準
監
督
署
等
が

自
動
車
運
転
者
を
使
用
す
る

事
業
場
に
対
し
て
行
っ
た
令

和
６
年
の
監
督
指
導
︑
送
検

等
の
状
況
を
取
り
ま
と
め
︑

公
表
し
た
︒

　

６
年
に
全
国
の
労
働
基
準

監
督
署
等
に
お
い
て
︑
労
働

基
準
関
係
法
令
違
反
が
疑
わ

れ
る
自
動
車
運
転
者
を
使
用

す
る
４
３
２
８
事
業
場
に
対

し
て
監
督
指
導
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
︑
そ
の
81
・
６
％
に

当
た
る
３
５
３
２
事
業
場
で

同
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
で
は
︑
監
督
指

導
を
実
施
し
た
３
４
２
４
事

業
場
の
う
ち
︑
81
・
４
％
に

当
た
る
２
７
８
６
事
業
場
で

同
法
令
違
反
を
確
認
︒
主
な

違
反
事
項
は
︑﹁
労
働
時
間
﹂

１
５
０
６
事
業
場
（
44
・
０

％
）︑﹁
割
増
賃
金
の
支
払
﹂

７
３
０
事
業
場（
21
・
３
％
）︑

﹁
労
働
時
間
の
状
況
の
把

握
﹂
２
２
８
事
業
場
（
６
・

７
％
）
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑

監
督
指
導
を
実
施
し
た
３
４

２
４
事
業
場
の
う
ち
︑
58
・

２
％
に
当
た
る
１
９
９
４
事

業
場
で
改
善
基
準
告
示
違
反

を
確
認
︒主
な
違
反
事
項
は
︑

﹁
総
拘
束
時
間
﹂
１
０
３
４

事
業
場
（
30
・
２
％
）︑﹁
最

大
拘
束
時
間
﹂
１
４
８
０
事

業
場
（
43
・
２
％
）︑﹁
休
息

期
間
﹂
１
１
０
９
事
業
場

（
32
・
４
％
）︑﹁
最
大
運
転

時
間
﹂
６
５
０
事
業
場
（
19

・
０
％
）︑﹁
連
続
運
転
時
間
﹂

９
６
５
事
業
場（
28
・
２
％
）

で
あ
っ
た
︒

　

ま
た
︑
６
年
に
全
国
の
労

働
基
準
監
督
署
等
に
お
い

て
︑
自
動
車
運
転
者
に
関
す

る
重
大
・
悪
質
な
労
働
基
準

関
係
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ

た
事
案
と
し
て
送
検
し
た
件

数
は
59
件
で
︑
う
ち
ト
ラ
ッ

ク
は
42
件
だ
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑引
き
続
き
︑

自
動
車
運
転
者
を
使
用
す
る

事
業
場
に
対
し
︑
労
働
基
準

関
係
法
令
な
ど
の
周
知
・
啓

発
に
努
め
る
と
と
も
に
︑
法

令
違
反
の
疑
い
が
あ
る
事
業

場
に
対
し
て
は
監
督
指
導
を

実
施
し
︑
自
動
車
運
転
者
の

適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
度
重
な
る
指
導

に
も
か
か
わ
ら
ず
法
令
違
反

を
是
正
し
な
い
な
ど
︑
重
大

・
悪
質
な
事
案
に
対
し
て

は
︑
送
検
を
行
う
な
ど
厳
正

に
対
処
す
る
と
し
て
い
る
︒

対
策
本
部
等
へ
報
告
す
る
︒

物
資
拠
点
が
有
効
に
機
能
し

て
い
な
い
場
合
は
︑
支
援
物

資
（
食
料
︑
水
︑
生
活
必
需

品
等
）の
荷
捌
き
︑仕
分
け
︑

保
管
︑
避
難
所
等
へ
の
配
送

調
整
等
が
有
効
に
機
能
す
る

よ
う
︑
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ

Ｅ
予
備
隊
員
が
も
つ
専
門
的

な
知
識
や
経
験
を
活
用
し
︑

効
率
的
な
拠
点
運
営
や
配
送

 

事
業
者
間
遠
隔
点
呼
・
業

務
前
自
動
点
呼
が
実
施
可

能
に

業
務
前
自
動
点
呼
対
象
機
器

を
４
件
認
定

　

国
土
交
通
省
は
８
月
７

日
︑
物
流
・
自
動
車
局
長
よ

り
通
達
﹁
事
業
者
間
遠
隔
点

呼
を
実
施
す
る
自
動
車
運
送

事
業
者
に
お
け
る
輸
送
の
安

全
に
関
す
る
業
務
の
管
理
の

受
委
託
に
つ
い
て
﹂
を
発
出

し
た
ほ
か
︑
物
流
・
自
動
車

局
貨
物
流
通
事
業
課
長
︑
安

業
務
を
支
援
す
る
︒
持
続
的

な
物
資
拠
点
の
運
営
や
配
送

業
務
が
行
わ
れ
る
よ
う
︑
関

係
機
関
と
調
整
を
行
い
︑
物

流
事
業
者
の
派
遣
要
請
︑
災

害
協
定
締
結
に
向
け
た
サ
ポ

ー
ト
を
行
う
︒

　

募
集
期
間
は
９
月
19
日
㈮

17
時
ま
で
︒
詳
細
は
︑
各
運

輸
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
︒

全
政
策
課
長
お
よ
び
自
動
車

整
備
課
長
の
連
名
で
﹁
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全

規
則
の
解
釈
及
び
運
用
に
つ

い
て
﹂
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

通
達
を
発
出
し
た
︒

　

事
業
者
間
遠
隔
点
呼
お
よ

び
業
務
前
自
動
点
呼
に
つ
い

て
は
︑
令
和
７
年
４
月
30
日

付
で
関
連
の
告
示
改
正
︑
公

布
が
な
さ
れ
︑
制
度
上
︑
事

業
者
間
遠
隔
点
呼
や
業
務
前

自
動
点
呼
の
実
施
が
可
能
と

な
っ
た
︒
し
か
し
︑
関
係
通

達
が
未
改
正
で
あ
り
︑
運
用

「
物
流
コ
ス
ト
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
応
分
な
負
担
を
」
と
明
示

「
物
流
コ
ス
ト
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
応
分
な
負
担
を
」
と
明
示

日
本
鉄
鋼
連
盟
　「
鋼
材
物
流
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
「
発
着
連
携
」
を
さ
ら
に
強
化
へ

日
本
鉄
鋼
連
盟
　「
鋼
材
物
流
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
「
発
着
連
携
」
を
さ
ら
に
強
化
へ

ガイドラインについて説明する川越潤同連盟製品物流専門委員会委員長（左）と
佐々木毅雄製品物流小委員会委員（8月21日、鉄鋼会館）

1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ガイドライン作成の背景】 

 

持続可能なサプライチェーン構築・効率化のための 
鋼材物流ガイドライン 

Ver1.0 

 
 

2025年 7 月 31日 
一般社団法人 日本鉄鋼連盟 

ガイドラインで示された、「発着連携」で遵守を呼びかける際の業界統一ルール
①トラック受渡条件ルールの再徹底
　＜貨物自動車運送事業法における「安全配慮義務」＞
　⇒�製品の受渡においては、「シート外し・解縛」以外の「荷卸作業」は受入側で行
うこと。

②納入時間の柔軟化・緩和
　＜改正物効法における「荷待ち時間等の短縮（努力義務）」＞
　⇒「時間帯」での納入時間指定とし、卸待ち時間の削減を図ること。
③納入ロットの拡大（積載率の向上）
　＜改正物効法における「積載効率の向上（努力義務）」＞
　⇒車両積載可能重量を目指した納入ロットの拡大を検討すること。
④前広な納入オーダータイミングへの見直し
　＜「荷待ち時間等の短縮」「積載効率向上」に向けた効果的な取組＞
　⇒納入オーダータイミングについて十分なリードタイムを確保すること。
⑤出荷量の平準化
　＜「荷待ち時間等の短縮」「積載効率向上」に向けた効果的な取組＞
　⇒月内・月ごとでの輸送指示の平準化を行っていただきたい。
⑥持続可能なサプライチェーン構築・効率化のための適切な費用負担について
　＜改正物効法における「実効性の確保のために取り組むべき措置」＞
　⇒�持続可能なサプライチェーン構築・効率化のため、物流コストについては応分
な負担をお願いしたい。

取り組みの重点事項
・健康診断および事後措置等の実施の徹底
・健康診断結果の記録の保存の徹底
・一般健康診断結果に基づく必要な労働者に対す
る医師または保健師による保健指導の実施

・高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 57年
法律第 80 号）に基づく医療保険者が行う特
定健康診査・特定保健指導との連携

・健康保険法（大正 11 年法律第 70 号）に基づ
く保健事業との連携

・平成 30年３月 29 日付基安労発 0329 第 3号
「地域産業保健センター事業の支援対象に関す
る取扱いについて」を踏まえた小規模事業場
における地域産業保健センターの活用



令和7年（2025年）9月1日 （4）第2264号（第3種郵便物認可）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜点検整備編〜
 【解 答】2面に問題

❶ ○（道路運送車両法第47条の
２第２項）自動車運送事業の用
に供する自動車の使用者又はこ
れらの自動車を運行する者は、1
日1回、その運行の開始前におい
て、日常点検をしなければならな
い。

❷ ○（道路運送車両法第48条第
１号）自動車運送事業の用に供
する自動車については、3か月ご
とに定期点検整備を実施しなけ
ればならない。

❸ ○（自動車点検基準別表第一）
日常点検での灯火装置及び方向
指示器は、点灯又は点滅具合が

不良でなく、かつ、汚れ及び損傷
がないことを確認する。

❹ ×（自動車点検基準別表第一）
ディスク・ホイールの取付状態の
点検が義務づけられているのは、
車両総重量8トン以上又は乗車定
員30人以上の自動車である。

❺ ×（自動車点検基準別表第一）
タイヤの空気圧の点検は、１日
１回、運行前に行わなければな
らないが、タイヤの溝の深さの
点検は、当該自動車の走行距離、
運行時の状況等から判断した適
切な時期に行うことで足りる。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①この場面では、前車と側方を走行している原付に注
意が向きがちですが、よく見ると、ピラーのそばに横
断している高齢歩行者が見えます。前車や側方ばか
りに注意が集中すると、こうした歩行者を見落とすこ
とになります。また、高齢者に限らず、歩行者は「トラ
ックからは見えている。きっと渡らせてくれるだろう」
と考え、車が接近していても道路を横断してくること
があります。運転中は注意を偏らせずに、周囲の確
認をしっかり行うことが大切です。特にピラーは歩行
者等を隠してしまいがちになるので、ピラー周辺に
危険はないか、目視での確認を徹底しましょう。

②漫然と前車に追従して左折しようとすると、前車の前
に歩行者などが出てきた場合、前車の急減速・急停
止に対応できず、追突する危険があります。この場面
では「左折時、前車の前に歩行者等が飛び出してく
る」ことを予測して、前車の急減速・急停止に対応で
きるよう、あらかじめ減速しておきましょう。

③左折時に、左側方を走行している原付を巻き込み衝
突する事故が発生しています。原付は小さく見落とし
やすいことから、特に注意が必要です。左折する前に
はミラーだけでなく、必ず目視で原付の動静を確認
してください。もし、原付がそのまま直進するのであ
れば、一時停止して先に原付を行かせた後、余裕を

①道路を横断してくる高齢者を見落とし衝突す
る危険があります（図１）。
②左折時、急減速・急停止した前車に追突する
危険があります（図2）。
③左折時に、原付を巻き込み衝突する危険があ
ります（図3）。

　あなたは、前方の車に追従しながら信
号交差点を左折しようとしています。自車
の左側方には原付が走行しています。こ
の場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような
運転をすればよいでしょうか。考えてみま
しょう。

図１

図２

図３

もって左折しましょう。
　前車に追従しながら右左折する時は、判断を
前車任せにせずに、危険予測をしっかり行い
ながら慎重に運転することが大切です。

　
﹁
標
準
的
運
賃
﹂
を
活
用

し
︑
運
賃
引
上
げ
な
ど
︑
取

引
条
件
の
見
直
し
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
︑
図
１
の

よ
う
な
流
れ
が
想
定
さ
れ
る
︒

　

１
年
を
通
し
て
み
る
と
︑

通
常
期
︑
繫
閑
期
な
ど
が
あ

り
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
各
所
要

時
間
は
変
動
す
る
︒
特
に
︑

　

取
引
先
へ
の
申
入
れ
に
向

け
て
︑
図
２
で
示
し
た
﹁
３

つ
の
運
賃
﹂
を
把
握
し
︑
交

渉
で
は
﹁
ベ
ス
ト
な
運
賃
水

準
﹂︑﹁
譲
歩
で
き
な
い
最
低

待
機
時
間
は
﹁
毎
回
発
生
す

る
ケ
ー
ス
﹂︑﹁
繁
忙
期
の
み

発
生
す
る
ケ
ー
ス
﹂︑﹁
全
く

発
生
し
な
い
ケ
ー
ス
﹂
な
ど

ラ
イ
ン
の
運
賃
水
準
﹂
を
設

定
し
た
上
で
︑
申
入
れ
額
を

決
定
す
る
︒

多
様
で
あ
る
た
め
︑
原
因
と

発
生
時
期
を
合
わ
せ
て
記
録

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒

　

取
引
条
件
の
見
直
し
に
向

け
て
は
︑
運
行
ご
と
の
拘
束

時
間
と
そ
の
内
訳
の
ほ
か
︑

走
行
距
離
︑
積
載
率
︑
実
車

率
︑
実
働
時
間
︑
実
働
日
数

等
に
つ
い
て
記
録
し
︑
年
間

平
均
の
数
値
を
算
出
す
る

（
図
３
）︒実
態
を
踏
ま
え
た

取
引
条
件
の
見
直
し
に
向
け

て
︑統
計
デ
ー
タ
を
活
用
し
︑

説
得
力
の
あ
る
交
渉
を
行
う
︒

　

運
賃
交
渉
に
成
功
し
て
い

る
事
業
者
の
特
徴
と
し
て
︑

﹁
取
引
先
を
選
別
す
る
傾

向
﹂
が
特
に
顕
著
で
あ
る
︒

﹁
合
理
的
な
話
し
合
い
が
で

き
ず
︑
適
切
な
取
引
条
件
に

　

口
頭
だ
け
の
取
引
条
件
の

改
善
申
入
れ
は
︑
全
く
進
展

し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
︒運
送
委
託
者（
荷

主
等
）
で
は
︑
値
上
げ
要
請

改
善
で
き
な
い
取
引
先
と

は
︑
仕
事
を
し
な
い
﹂
と
い

う
姿
勢
が
明
確
で
あ
る
︒

　

実
際
に
︑
取
引
先
と
の
取

引
解
消
は
会
社
の
経
営
に
甚

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

を
受
け
る
こ
と
は
悩
み
の
種

で
あ
り
︑
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
は

極
力
避
け
た
い
と
考
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る
︒

　

交
渉
に
あ
た
っ
て
は
︑
運

荷主等との運賃・料金交渉を進め　ドライバーの労働条件改善に繋げましょう！荷主等との運賃・料金交渉を進め　ドライバーの労働条件改善に繋げましょう！
全ト協「標準的運賃　活用セミナー」テキストより全ト協「標準的運賃　活用セミナー」テキストより

９月は「価格交渉促進月間」価格交渉促進月間特集

が
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑

日
頃
か
ら
取
引
先
を
入
れ
替

え
︑
輸
送
品
質
を
重
視
す
る

取
引
先
構
成
に
し
て
い
く
こ

と
が
︑
交
渉
力
ア
ッ
プ
に
繋

が
る
（
図
４
）︒

送
会
社
の
本
気
度
合
い
を
示

す
必
要
が
あ
る
︒
そ
れ
に
は
︑

交
渉
相
手
の
代
表
者
宛
て

に
︑
運
送
会
社
の
代
表
者
名

を
記
し
た
押
印
文
書
を
提
出

す
る
と
効
果
的
で
あ
る
︒
運

送
委
託
者（
荷
主
等
）で
は
︑

文
書
で
要
請
を
受
け
れ
ば
︑

課
長
↓
部
長
↓
役
員
↓
社
長

へ
と
報
告
が
上
が
り
︑
取
引

条
件
の
見
直
し
に
繋
が
る
可

能
性
が
高
ま
る
︒

　

交
渉
相
手
に
提
出
す
る
文

書
イ
メ
ー
ジ
は
︑
図
５
の
通

り
で
あ
る
︒
文
書
に
は
︑
具

体
的
な
値
上
げ
率
や
値
上
げ

後
の
運
賃
額
等
（
具
体
的
な

目
標
値
）を
追
加
す
る
ほ
か
︑

原
価
上
昇
を
示
す
根
拠
を
簡

潔
に
記
載
す
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

は
︑
運
賃
交
渉
に
向
け
て
︑

多
く
の
場
合
︑﹁
詳
細
で
大

量
の
資
料
を
準
備
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
﹂
と
考
え
て
い

る
場
合
が
あ
る
が
︑
実
際
の

実
務
で
は
︑
最
初
は
シ
ン
プ

ル
で
分
か
り
や
す
い
資
料（
図

６
）
を
準
備
す
れ
ば
十
分
で

あ
る
︒
交
渉
で
は
︑
平
均
額

な
ど
大
ま
か
な
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
（
可
能
な
限
り
︑
細

か
す
ぎ
る
デ
ー
タ
は
見
せ
な

い
）︒
詳
細
な
費
用
区
分
で

原
価
デ
ー
タ
を
提
出
す
る

と
︑
取
引
先
か
ら
細
か
く
指

摘
さ
れ
︑
結
論
と
し
て
﹁
運

送
事
業
者
の
経
営
努
力
が
足

り
な
い
﹂
と
す
る
結
論
に
持

ち
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
︒

　

詳
細
な
資
料
を
提
出
す
る

際
に
は
︑
原
価
デ
ー
タ
︑
運

行
時
間
︑
附
帯
業
務
等
の
実

態
調
査
結
果
な
ど
を
数
値
記

録
と
と
も
に
提
出
す
る
︒
荷

主
が
製
造
業
の
場
合
︑
原
価

計
算
を
徹
底
し
て
い
る
た

め
︑
原
価
デ
ー
タ
等
の
根
拠

を
詳
細
に
求
め
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
る
︒

　

原
価
デ
ー
タ
は
︑
後
か
ら

﹁
間
違
っ
て
い
た
︑
勘
違
い

だ
っ
た
﹂
と
の
理
由
で
変
更

す
る
と
︑
デ
ー
タ
に
信
頼
性

が
な
く
な
る
の
で
︑
慎
重
に

原
価
計
算
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

ま
た
︑
運
賃
交
渉
で
は
︑

生
産
性
向
上
方
策
の
提
案
も

セ
ッ
ト
に
し
て
運
送
委
託
者

（
荷
主
等
）
と
話
し
合
い
を

進
め
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
︒

　

中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
は
今
年
４
月

８
日
︑全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
で
の
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
確
実
な
賃
上
げ
の
実
施
を
要
望
し

ま
し
た
︒
そ
れ
を
受
け
て
坂
本
克
己
全
ト

協
会
長
（
当
時
）
は
︑
大
手
・
中
小
企
業

を
問
わ
ず
業
界
全
体
で
賃
上
げ
や
価
格
交

渉
に
積
極
的
に
取
り
組
み
︑
魅
力
あ
る
業

界
づ
く
り
を
進
め
る
と
表
明
し
て
い
ま
す
︒

　

政
府
で
は
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材

料
費
︑
労
務
費
な
ど
の
上
昇
を
背
景
に
︑

中
小
企
業
が
適
切
に
価
格
転
嫁
で
き
る
環

境
を
整
え
る
た
め
︑
毎
年
３
月
と
９
月
を

﹁
価
格
交
渉
促
進
月
間
﹂
に
設
定
し
︑
価

格
交
渉
・
価
格
転
嫁
を
促
進
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
今
月
の
同
月
間
を
機
に
︑

全
ト
協﹁
標
準
的
運
賃　

活
用
セ
ミ
ナ
ー
﹂

テ
キ
ス
ト
を
基
に
︑﹁
標
準
的
運
賃
﹂
を

活
用
し
た
運
賃
・
料
金
交
渉
の
進
め
方
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒
な
お
︑
同
テ
キ
ス

ト
は
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

﹁
会
員
専
用
サ
イ
ト
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

図３

図１

図４

図６ 図２

図５

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
省
エ
ネ

化
推
進
事
業
﹂

３
次
公
募
を
募
集
中

９
月
８
日
㈪
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
７
年
度
運
輸
部
門
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
・
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
推
進
事

業
費
補
助
金
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
省
エ
ネ
化
推
進
事
業
﹂（
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
連
携
事

業
）
の
３
次
公
募
を
受
け
付

け
て
い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
と
荷
主
と
が
連
携
し

て
物
流
全
体
の
効
率
化
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
さ
ら
な

る
省
エ
ネ
化
を
推
進
す
る
た

め
︑
車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ

ム
︑予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
等
︑

配
車
計
画
シ
ス
テ
ム
︑
Ａ
Ｉ

・
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

連
携
ツ
ー
ル
（
輸
送
効
率
化

シ
ス
テ
ム
）︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
お
よ
び
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ

ィ
コ
ン
テ
ナ
車
両
（
高
輸
送

効
率
車
両
）
の
導
入
の
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
︒

　

３
次
公
募
の
予
算
額
は
約

３
・
１
億
円
︒
公
募
受
付
期

間
は
︑
９
月
８
日
㈪
16
時
ま

で
︒
詳
細
は
︑
同
事
業
事
務

局
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
㈱
お
よ
び
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
リ
プ
ロ
サ
ー
ビ
ス
㈱
の
共

同
事
業
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を

参
照
︒

 

第
１
回
﹁
自
動
車
運
送
業

分
野
特
定
技
能
協
議
会
﹂

を
開
催

全
ト
協
が
Ｇ
マ
ー
ク
制
度

な
ど
説
明

　

国
土
交
通
省
は
８
月
26

日
︑
第
１
回
﹁
自
動
車
運
送

業
分
野
特
定
技
能
協
議
会
﹂

を
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
開
催
し

た
︒
同
協
議
会
は
︑
自
動
車

運
送
事
業
の
分
野
に
お
け
る

特
定
技
能
外
国
人
の
受
け
入

れ
に
際
し
︑
関
係
機
関
な
ど

が
相
互
に
連
絡
を
図
り
︑
重

要
な
情
報
を
共
有
す
る
な

ど
︑
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
で
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
な
ど
の
自
動
車
運
送
事
業

者
団
体
を
は
じ
め
︑有
識
者
︑

特
定
技
能
所
属
機
関
︑
登
録

支
援
機
関
の
ほ
か
︑
警
察
庁

刑
事
局
・
交
通
局
︑
法
務
省

出
入
国
管
理
庁
︑
外
務
省
領

事
局
︑
厚
生
労
働
省
職
業
安

定
局
な
ど
の
関
係
省
庁
等
が

参
加
し
た
︒

　

初
会
合
の
冒
頭
︑
同
省
物

流
・
自
動
車
局
の
髙
本
仁
官

房
参
事
官
（
企
画
・
電
動
化

・
自
動
運
転
）
が
︑
令
和
６

年
３
月
29
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
﹁
特
定
技
能
制
度
（
自

動
車
運
送
業
分
野
）﹂
に
つ
い

て
説
明
︒﹁
試
験
は
昨
年
末

か
ら
日
本
海
事
協
会
の
も
と

で
実
施
さ
れ
て
お
り
︑
今
年

４
月
に
は
第
１
期
合
格
者
が

出
て
い
る
︒
企
業
に
よ
る
技

能
者
の
活
用
は
秋
頃
本
格
化

す
る
と
見
込
ま
れ
る
﹂
と
現

状
を
報
告
︒
続
け
て
︑﹁
こ

の
分
野
で
は
外
免
切
替
が
必

要
で
あ
り
︑
他
分
野
と
は
異

な
る
制
度
的
特
徴
が
あ
る
︒

協
議
会
に
は
関
係
省
庁
や
業

界
団
体
が
参
画
し
て
お
り
︑

制
度
の
改
善
と
適
正
運
用
を

目
指
す
︒
今
日
は
キ
ッ
ク
オ

フ
の
位
置
付
け
で
あ
り
︑
個

別
の
質
疑
応
答
は
難
し
い

が
︑
今
後
Ｑ
＆
Ａ
の
整
備
な

ど
を
通
じ
て
支
援
に
努
め
て

い
く
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
事
務
局
か
ら
特

定
技
能
協
議
会
設
置
概
要
に

つ
い
て
︑
特
定
技
能
外
国
人

の
受
入
状
況
な
ど
が
説
明
さ

れ
た
ほ
か
︑
特
定
技
能
外
国

人
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て

受
入
機
関
に
必
要
と
な
る
認

証
制
度
と
し
て
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
事

業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）﹂
お

よ
び
﹁
運
転
者
職
場
環
境
良

好
度
認
証
制
度
（
働
き
や
す

い
職
場
認
証
制
度
）﹂
に
つ
い

て
︑
評
価
・
認
証
実
施
機
関

で
あ
る
全
ト
協
お
よ
び
日
本

海
事
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明

を
行
っ
た
︒

　

引
き
続
き
︑
関
係
省
庁
か

ら
同
制
度
を
巡
る
最
新
の
状

況
が
報
告
さ
れ
た
あ
と
︑
全

ト
協
︑
日
本
バ
ス
協
会
︑
全

国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連

合
会
が
各
業
界
に
お
け
る
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
た
︒

　

質
疑
応
答
・
意
見
交
換
で

は
参
加
者
か
ら
質
問
な
ど
が

相
次
ぎ
︑
制
度
的
な
課
題
に

つ
い
て
は
今
後
の
検
討
事
項

と
さ
れ
︑
制
度
の
よ
り
良
い

活
用
に
向
け
て
︑
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
︒
ま
た
︑
今
後
は
外

国
か
ら
来
日
し
実
際
に
業
務

に
就
く
人
材
が
増
え
る
こ
と

を
見
据
え
︑
好
事
例
・
課
題

事
例
の
両
方
を
共
有
し
︑
制

度
改
善
と
良
好
な
受
入
環
境

の
整
備
を
目
指
す
姿
勢
が
示

さ
れ
た
︒

 

第
18
回
﹁
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
11

月
25
日
に
︑
第
18
回
﹁
ナ
ス

バ
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ

ナ
ー
﹂（
協
賛
:
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
ほ
か
）
を
東
京

都
千
代
田
区
の
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
ホ
ー
ル
Ｂ
７
で

開
催
す
る
︒

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車

局
の
鈴
木
健
介
安
全
政
策
課

長
や
︑
国
交
省
大
臣
官
房
の

傳
田
重
弥
首
席
運
輸
安
全
調

査
官
に
よ
る
﹁
基
調
講
演
﹂

の
ほ
か
︑
全
国
遷
延
性
意
識

障
害
者
・
家
族
の
会
代
表
の

桑
山
雄
次
氏
と
近
畿
大
学
の

島
崎
敢
准
教
授
に
よ
る
﹁
特

別
講
演
﹂
を
開
催
︒
ま
た
︑

自
動
車
運
送
事
業
者
に
よ
る

取
組
と
し
て
︑
三
福
運
輸
㈱

代
表
取
締
役 

五
月
女
奈
緒

美
氏
ら
の
報
告
も
行
わ
れ
る
︒

　

開
催
日
時
は
︑
11
月
25
日

㈫
13
時
~
17
時
30
分
︒
参
加

料
は
︑
現
地
３
０
０
０
円
︑

オ
ン
ラ
イ
ン
２
０
０
０
円
︒

申
し
込
み
に
関
す
る
詳
細

は
︑
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｖ
Ａ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

内閣官房・公取委「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」内閣官房・公取委「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」
「受注者として採るべき行動」を積極的に進め価格転嫁の実現を！「受注者として採るべき行動」を積極的に進め価格転嫁の実現を！

　内閣官房と公正取引委員会は、中小企業における取引適正化・価格転嫁促進に向け
て、「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」（二次元コード）を取りまと
めている。トラック運送事業者（受注者）は、同指針で示されている「受注者として採る
べき行動」を積極的に進め、荷主等（発注者）への価格転嫁を実現していく必要がある。

【受注者として採るべき行動】
①�労務費上昇分の価格転嫁の交渉の仕方につい
て、国・地方公共団体の相談窓口、中小企業
の支援機関（全国の商工会議所・商工会等）
の相談窓口などに相談するなどして積極的に情
報を収集して交渉に臨むこと。

②�発注者との価格交渉において使用する労務費
の上昇傾向を示す根拠資料としては、最低賃金
の上昇率、春季労使交渉の妥結額やその上昇
率、一般貨物自動車運送事業に係る「標準的
な運賃」などの公表資料を用いること。
③�労務費上昇分の価格転嫁の交渉は、業界の慣
行に応じて１年に１回や半年に１回などの定期的
に行われる発注者との価格交渉のタイミング、業

界の定期的な価格交渉の時期など受注者が価
格交渉を申し出やすいタイミング、発注者の業務
の繁忙期など受注者の交渉力が比較的優位なタ
イミングなどの機会を活用して行うこと。
④�発注者から価格を提示されるのを待たずに受注
者側からも希望する価格を発注者に提示するこ
と。発注者に提示する価格の設定においては、
自社の労務費だけでなく、自社の発注先やその
先の取引先における労務費も考慮すること。

【発注者・受注者共通の行動】
①定期的にコミュニケーションをとること。
②�価格交渉の記録を作成し、発注者と受注者と双
方で保管すること。

1
取
引
条
件
見
直
し
の
基
本
フ
ロ
ー

現
場
の
実
態
を
把
握
し
改
善
提
案
へ

交
渉
で
は「
３
つ
の
運
賃
」を
押
さ
え
る

2
現
場
実
態
の
把
握

運
行
デ
ー
タ
を
記
録
し
年
間
平
均
値
を
算
出

「
目
に
見
え
る
形
」で
改
善
を
訴
え
る

3
取
引
先
構
成
の
分
析

取
引
依
存
度
を
可
視
化

少
数
依
存
を
避
け
て
交
渉
力
を
強
化

4
交
渉
の
進
め
方

正
式
文
書
に
よ
り
取
引
条
件
改
善
を
要
請

生
産
性
向
上
案
も
同
時
に
提
示
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﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
は
ま
だ
ま

だ
続
く
︒
先
の
国
会
で
成
立
し
た

改
正
事
業
法
や
新
法
の
体
制
整
備

推
進
法
は
︑﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
法
的
な
支

援
で
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑依
然
と
し
て
﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂
は
継
続
中
だ
︒

一
方
︑
こ
の
間
に
﹁
２
０
２
４
年
問

題
効
果
が
出
て
き
た
﹂
と
い
う
事

業
者
も
い
る
︒
中
部
地
方
の
あ
る

事
業
者
は
︑﹁
残
業
時
間
規
制
で

既
存
事
業
者
が
運
べ
な
く
な
っ
た

分
の
荷
物
の
輸
送
を
依
頼
し
て
く

る
荷
主
が
出
て
き
た
﹂
と
い
う
︒

同
社
が
営
業
に
力
を
入
れ
て
い
る

中
ロ
ッ
ト
貨
物
な
の
で
︑
売
上
だ

け
で
な
く
収
益
性
も
向
上
し
た
︒

　

同
社
は
約
５
年
前
か
ら
︑
小
口

貨
物
の
﹁
積
み
合
わ
せ
輸
送
﹂
か

ら
中
ロ
ッ
ト
貨
物
の
﹁
組
み
合
わ

せ
輸
送
﹂
へ
の
転
換
を
進
め
て
き

た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
荷

役
作
業
な
ど
の
負
担
を

軽
減
し
︑
労
働
時
間

を
短
縮
す
る
た
め
で
あ

る
︒
集
配
箇
所
が
減
る

の
で
収
益
性
の
向
上
が

図
れ
る
︒
こ
れ
が
﹁
積

み
合
わ
せ
﹂
か
ら
﹁
組

み
合
わ
せ
﹂
へ
の
転
換

理
由
だ
︒

　

こ
の
よ
う
な
経
営
方
針
に
マ

ッ
チ
し
た
の
が
︑﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂
で
既
存
事
業
者
が
運
べ

な
く
な
っ
た
荷
物
の
輸
送
依
頼

で
あ
る
︒
労
働
時
間
短
縮
に
伴

っ
て
︑
従
来
の
事
業
者
だ
け
で

は
運
べ
な
い
こ
と
を
実
感
し
た

荷
主
か
ら
の
依

頼
の
た
め
︑﹁
価

格
交
渉
は
優
位

に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
﹂︒
し
か

も
︑
運
賃
は
中
ロ

ッ
ト
貨
物
単
位
の

チ
ャ
ー
タ
ー
契
約

と
し
て
い
る
︒
純

粋
な
チ
ャ
ー
タ
ー

運
賃
よ
り
は
安

い
が
︑
積
み
合

わ
せ
を
前
提
に

し
た
個
建
運
賃

よ
り
は
高
い
運

賃
設
定
で
利
益

率
が
高
い
︒
そ
の

た
め
専
属
傭
車

先
へ
の
支
払
い
運
賃
も
ア
ッ
プ

し
た
︒
社
内
的
に
は
﹁
組
み
合

わ
せ
輸
送
な
の
で
荷
物
が
増
え

れ
ば
収
益
性
も
向
上
す
る
﹂
と

い
う
好
循
環
に
な
っ
た
︒こ
れ
が

﹁
２
０
２
４
年
問
題
効
果
﹂
で

あ
る
︒

　

だ
が
︑
な
ぜ
荷
主
が
同
社
に
話

を
持
っ
て
き
た
の
か
︒
つ
ま
り
荷

主
が
な
ぜ
同
社
を
選
ん
だ
の
か
で

あ
る
︒
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
理

由
が
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
は
筆
者
の

分
析
も
含
め
る
が
︑①
中
ロ
ッ
ト
の

﹁
組
み
合
わ
せ
輸
送
﹂
で
︑
地
元

エ
リ
ア
で
は
自
車
両
配
送
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
︑
北
関
東
や
関

西
へ
の
長
距
離
輸
送
も
で
き
る（
そ

れ
ぞ
れ
の
地
方
に
協
力
会
社
が
あ

り
配
送
は
委
託
）︒
つ
ま
り
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
を
持
っ
て
い
る
こ
と
︒

②
サ
ー
ビ
ス
名
の
知
名
度
や
企
業

イ
メ
ー
ジ
な
ど
地
元
で
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
化
に
成
功
し
て
い
る
こ

と
︒
さ
ら
に
③
は
︑
荷
主
が
同
社

に
依
頼
し
て
き
た
大
き
な
理
由
が

﹁
人
手
不
足
に
困
っ
て
い
な
い
事

業
者
な
の
で
︑
荷
物
が
増
え
て
も

請
け
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
荷
主

が
考
え
て
い
た
か
ら
﹂
だ
っ
た
︒

　

も
ち
ろ
ん
人
手
に
余
裕
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
が
︑
募
集
す
れ
ば

応
募
が
あ
る
の
で
困
っ
て
は
い
な

い
︒
ま
た
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
も
産

休
前
や
産
休
中
︑
そ
し
て
産
休
明

け
か
ら
も
働
け
る
よ
う
な
労
働
環

境
を
作
っ
て
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
①
~
③
を
み
る
と
︑

今
後
の
企
業
間
競
争
に
必
要
な
要

素
が
見
え
て
く
る
︒

第
358
回

「2024年問題効果」を得る要素は

　

東
九
総
合
運
輸
㈱
（
松
尾

達
也
代
表
取
締
役
社
長
）は
︑

非
鉄
金
属
や
電
機
製
品
︑
自

動
車
部
品
な
ど
の
輸
送
を
手

が
け
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
は
主
要
取
引
先
６
社

で
︑
売
上
高
の
８
割
を
占
め

る
︒
な
か
で
も
︑
メ
イ
ン
の

取
引
先
１
社
の
売
上
高
は
全

体
の
５
割
を
占
め
て
い
る
と

い
う
︒

　

さ
て
︑
運
賃
交
渉
を
円
滑

に
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て

は
︑
荷
主
企
業
と
の
日
常
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠

か
せ
な
い
︒
同
社
の
本
社
営

業
所
は
メ
イ
ン
の
取
引
先
企

業
の
本
社
近
く
に
立
地
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
︑
松
尾
社

長
ま
た
は
松
尾
裕
二
専
務
取

締
役
が
週
３
回
訪
問
し
︑
最

善
な
輸
送
力
確
保
に
向
け
︑

情
報
交
換
を
密
に
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
他
の

荷
主
企
業
に
対
し
て
も
︑
両

氏
が
月
に
１
度
訪
問
す
る
ほ

か
︑
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
も

活
用
し
な
が
ら
︑
双
方
か
ら

の
要
望
・
提
案
な
ど
に
つ
い

て
都
度
連
絡
を
取
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
る
と
い
う
︒

　

な
お
︑
取
引
先
が
大
企
業

の
場
合
︑
決
裁
権
を
も
つ
役

職
者
が
県
内
拠
点
に
常
駐
し

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
︒
し

か
し
︑
拠
点
長
や
出
荷
担
当

者
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
お

く
こ
と
で
︑
本
社
の
役
職
者

が
県
内
拠
点
に
来
社
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
を
教
え
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
り
︑
交
渉
が
進

め
や
す
く
な
る
と
い
う
︒

　
﹁
荷
主
企
業
に
と
っ
て
﹃
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹄
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
︑
多
く

の
荷
主
企
業
は
﹃
従
来
通
り

物
流
を
維
持
し
て
も
ら
い
た

い
﹄
と
い
う
考
え
を
も
っ
て

い
ま
す
︒
当
社
で
は
︑
情
報

交
換
を
通
じ
て
物
流
効
率
化

の
提
案
を
行
い
︑
荷
主
企
業

の
協
力
を
得
な
が
ら
持
続
可

能
な
物
流
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
︒
メ
イ
ン
の
取
引

先
で
は
﹃
２
０
２
４
年
問
題

対
策
会
議
﹄
を
開
催
し
︑
積

込
時
間
の
遵
守
や
荷
待
ち
時

間
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

関
東
向
け
の
製
品
輸
送
で

は
︑
か
つ
て
は
帰
り
荷
が
確

保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
輸
送
効
率
が
低
下
し
て
い

ま
し
た
が
︑
取
引
先
の
ご
配

慮
に
よ
り
︑
大
分
県
内
の
工

場
向
け
の
資
材
輸
送
を
当
社

に
任
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
︑
輸
送
効
率
が
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
︒
日
頃
か
ら
荷
主
企

業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
重
ね
︑
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
で
︑
取
引
条
件
見
直

し
に
繋
が
り
ま
し
た
﹂（
松

尾
社
長
）

　

荷
主
企
業
と
の
運
賃
交
渉

に
お
い
て
重
要
な
の
は
︑
事

前
準
備
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
大
分
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
（
仲
浩
会
長
）
主

催
の
﹁
交
渉
技
術
向
上
セ
ミ

ナ
ー
﹂
に
参
加
し
︑
成
功
に

繋
が
る
交
渉
の
進
め
方
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
︒
そ
の

上
で
︑
輸
送
現
場
の
実
態
把

握
に
乗
り
だ
し
た
︒

　

同
社
で
は
全
車
両
に
デ
ジ

タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
を
搭
載
し

て
お
り
︑
デ
ジ
タ
コ
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
運
行
ご
と
の

拘
束
時
間
や
そ
の
内
訳
な
ど

の
デ
ー
タ
を
記
録
し
︑分
析
︒

さ
ら
に
原
価
計
算
を
行
い
︑

自
社
コ
ス
ト
に
基
づ
く
﹁
望

ま
し
い
運
賃
水
準
﹂
を
算
出

し
た
︒

　

交
渉
の
際
に
は
︑
持
続
可

能
な
物
流
を
現
場
で
支
え
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
に

必
要
な
人
件
費
や
︑
再
生
産

可
能
な
利
潤
な
ど
も
含
め
た

必
要
コ
ス
ト
を
積
み
重
ね
て

表
に
ま
と
め
︑
荷
主
企
業
に

提
示
し
て
い
る
︒

　

一
方
で
︑
原
価
計
算
に
関

し
て
同
社
が
重
視
し
て
い
る

こ
と
は
︑﹁
当
社
が
実
際
に

取
引
を
す
る
価
格
を
基
に
原

価
計
算
を
行
い
︑
当
社
も
コ

ス
ト
削
減
に
向
け
て
努
力
し

て
い
る
こ
と
を
荷
主
企
業
に

伝
え
る
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ

る
︒
例
え
ば
︑
同
社
で
は
営

業
所
の
敷
地
内
に
イ
ン
タ
ン

ク
を
設
置
し
て
お
り
︑
店
頭

価
格
よ
り
も
安
価
に
燃
料
を

購
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
︒
ま
た
︑
高
速
道
路
料
金

に
つ
い
て
も
︑
利
用
可
能
な

割
引
制
度
を
最
大
限
に
活
用

し
て
い
る
︒交
渉
の
場
で
は
︑

実
際
に
同
社
が
負
担
す
る
価

格
を
開
示
し
て
い
る
︒
原
価

計
算
表
を
荷
主
企
業
に
提
示

し
た
際
に
︑
な
か
に
は
﹁
も

う
少
し
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
﹂
と
言
っ

て
く
る
担
当
者
も
い
た
と
い

う
︒﹁
努
力
し
た
な
か
で
実

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
の
時

間
外
労
働
上
限
規
制
適
用

（
い
わ
ゆ
る
﹁
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
﹂）
に
向
け
た

運
賃
交
渉
で
は
︑
５
年
の
早

い
段
階
で
資
料
作
成
等
の
事

前
準
備
を
始
め
︑
荷
主
企
業

に
お
け
る
次
年
度
の
予
算
編

成
も
考
慮
に
入
れ
た
上
で
︑

５
年
秋
か
ら
順
次
交
渉
を
進

め
て
い
っ
た
︒

　

交
渉
で
は
︑
松
尾
社
長
が

荷
主
企
業
の
拠
点
長
を
訪
問

し
︑
運
賃
改
定
の
お
願
い
文

書
と
︑
原
価
計
算
表
︑
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
収
受
に
関
す

る
書
面
︑
国
土
交
通
省
や
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
作
成

し
た
﹁
標
準
的
運
賃
﹂
な
ど

に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

持
参
し
た
︒
運
賃
改
定
の
お

願
い
は
必
ず
文
書
で
提
示

際
に
こ
れ
だ
け
の
コ
ス
ト
が

か
か
っ
て
い
る
﹂
こ
と
を
荷

主
企
業
に
対
し
て
丁
寧
に
説

明
す
る
こ
と
で
︑
荷
主
企
業

の
担
当
者
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
︒

　
﹁
運
賃
交
渉
を
成
功
に
導

く
た
め
に
は
﹃
荷
主
か
ら
の

信
頼
﹄
が
不
可
欠
で
あ
り
︑

荷
主
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た
め

に
は
︑
実
際
の
取
引
価
格
を

正
直
に
示
し
た
上
で
交
渉
に

臨
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
︒
併
せ
て
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
対
応
も
︑
信
頼
獲

得
の
面
で
は
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
︒
年
２
回
の
社
内

教
育
な
ど
を
通
じ
て
︑
輸
送

品
質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
当
社
は
︑
こ
れ

ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
積
み

重
ね
て
き
た
安
全
性
向
上
へ

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
︑

長
期
安
全
認
定
事
業
所
（
ゴ

ー
ル
ド
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）

と
な
り
ま
し
た
︒
こ
う
し
た

取
り
組
み
も
取
引
先
に
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
﹂

（
松
尾
悟
取
締
役
会
長
）

し
︑
交
渉
相
手
で
あ
る
荷
主

企
業
の
拠
点
長
に
手
渡
す
よ

う
に
し
て
い
る
︒
口
頭
で
の

申
し
入
れ
で
は
︑
申
し
入
れ

た
内
容
が
決
裁
権
者
ま
で
伝

わ
ら
ず
︑
交
渉
が
不
調
に
終

わ
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
︒

ま
た
︑
不
調
に
終
わ
っ
た
場

合
で
も
︑
文
書
で
の
回
答
を

求
め
︑
口
約
束
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
い
で
い
る
︒

　

交
渉
で
は
︑
国
交
省
や
全

ト
協
が
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
基
に
︑
標
準
的
運
賃

の
主
旨
や
目
的
な
ど
に
つ
い

て
説
明
︒
そ
の
後
︑ま
ず
﹁
標

準
的
運
賃
﹂
を
荷
主
企
業
に

提
示
し
た
上
で
︑
原
価
計
算

を
踏
ま
え
た
自
社
の
改
定
運

賃
を
提
示
し
︑
運
賃
引
上
げ

を
求
め
た
︒
国
交
省
や
全
ト

協
が
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と

で
︑
説
得
力
を
も
た
せ
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
︒

　

さ
ら
に
︑
近
年
燃
料
価
格

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ
と

を
背
景
に
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
導
入
に
関
す
る
交
渉
も

実
施
︒
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
な
が
ら
︑
燃
料
サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
の
適
正
な
収
受
の
必

要
性
を
荷
主
企
業
に
対
し
て

訴
え
た
︒

　

な
お
︑
メ
イ
ン
の
取
引
先

と
の
間
で
は
定
期
的
に
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
額
を
見
直
す

取
り
決
め
を
従
前
か
ら
策
定

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
︑
３

か
月
ご
と
に
改
定
で
き
て
い

る
と
い
う
︒

　

一
度
の
交
渉
で
運
賃
改
定

に
応
じ
た
荷
主
企
業
は
多
く

は
な
か
っ
た
た
め
︑
同
社
で

は
粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
︑

同
社
側
の
希
望
額
と
荷
主
企

業
側
の
希
望
額
を
調
整
し
て

い
っ
た
︒
最
終
的
に
︑
６
年

初
頭
に
交
渉
に
一
旦
区
切
り

を
つ
け
た
も
の
の
︑
引
き
上

げ
を
了
承
し
な
か
っ
た
荷
主

企
業
に
対
し
て
は
︑
そ
の
後

　

同
社
で
は
︑
荷
主
企
業
と

の
運
賃
交
渉
で
得
ら
れ
た
引

上
げ
分
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃

上
げ
の
原
資
に
充
て
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
待
遇
改
善
を
進
め

て
い
る
︒

　
﹁﹃
当
社
の
荷
物
を
輸
送
で

き
て
い
る
の
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
お
か
げ
﹄
と
理
解
し
て

く
だ
さ
る
荷
主
企
業
に
は
︑

当
社
か
ら
の
取
引
条
件
見
直

し
要
請
に
も
真
摯
に
対
応
い

た
だ
い
て
い
ま
す
︒
一
方
で
︑

な
か
な
か
理
解
が
得
ら
れ
な

い
荷
主
企
業
に
対
し
て
も
︑

決
し
て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な

く
︑
改
善
提
案
を
交
え
な
が

ら
根
気
強
く
交
渉
を
続
け
︑

﹃
ド
ラ
イ
バ
ー
が
誇
り
を
も

っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環

境
整
備
の
必
要
性
﹄
を
訴
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
﹂（
松
尾
会
長
）

　

な
お
︑
同
社
で
は
協
力
運

送
会
社
に
傭
車
を
依
頼
す
る

こ
と
も
あ
る
が
︑
協
力
運
送

事
業
者
が
健
全
経
営
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑

積
極
的
に
荷
主
企
業
と
の
交

渉
を
行
い
︑
得
ら
れ
た
引
上

げ
分
を
協
力
運
送
会
社
に
も

支
払
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

も
交
渉
を
継
続
し
た
︒

　
﹁﹃
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹄
を
目
前
に
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
全
体
で
運
賃
引
上

げ
に
対
す
る
機
運
が
高
ま
る

中
︑﹃
今
を
逃
す
手
は
な
い
﹄

と
考
え
て
運
賃
交
渉
に
精
力

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
︒
ま

た
︑
当
社
で
は
運
賃
交
渉
と

併
せ
て
︑
物
流
効
率
化
に
向

け
た
提
案
を
行
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
︒
当
社
の
本
社
営

業
所
の
す
ぐ
近
く
に
フ
ェ
リ

ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
と
い

う
利
点
を
活
か
し
︑
カ
ー
フ

ェ
リ
ー
の
利
用
や
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

船
に
よ
る
シ
ャ
ー
シ
輸
送
な

ど
︑
輸
送
効
率
改
善
に
向
け

た
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
︒

現
在
で
は
︑
大
分
~
神
戸
間

輸
送
の
99
％
を
フ
ェ
リ
ー
輸

送
に
切
り
替
え
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
負
担
軽
減
を
実
現
し
ま

し
た
︒
今
後
も
︑
取
引
先
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
提
案
を
行

い
な
が
ら
︑
運
賃
交
渉
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
松
尾
社
長
）

の
待
遇
改
善
や
︑
今
も
続
い

て
い
る
世
界
的
な
燃
料
価
格

や
資
材
価
格
の
高
騰
に
対
応

す
る
た
め
︑
今
後
も
積
極
的

に
荷
主
企
業
と
の
運
賃
交
渉

を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
︒

　
﹁
運
賃
交
渉
が
で
き
な
い

ま
ま
で
我
慢
し
続
け
て
い
れ

ば
︑
い
ず
れ
そ
の
運
送
事
業

者
の
経
営
は
立
ち
行
か
な
く

な
る
こ
と
で
︑
結
果
と
し
て

物
流
そ
の
も
の
が
維
持
で
き

な
く
な
り
︑
荷
主
企
業
に
も

大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
︒
ト
ラ
ッ
ク
物
流
を
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た

め
に
は
︑
荷
主
企
業
に
対
し

て
取
引
条
件
見
直
し
の
意
義

を
丁
寧
に
説
明
し
︑
交
渉
を

重
ね
︑
運
賃
引
上
げ
を
勝
ち

取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂（
松

尾
社
長
）

　国土交通省は８月25日、中野洋昌国土交通大臣名で、全日本トラック協会に対して「トラック運送業における価格転嫁・
取引適正化に関する今後の取組について（要請）」を発出した。
　これは、今年４月８日に、中野洋昌国土交通大臣から全ト協に対して行われた、賃上げのための価格転嫁・取引適正化に関
する要請に続くもの。国交省では全ト協会員事業者に対して、経営者・代表者、運賃交渉担当の幹部から、現場の運賃交渉担
当者まで、同要請（別掲）の主旨を周知・徹底するよう求めている。

トラック運送業における価格転嫁・取引適正化に関する今後の取組について（要請）〔抜粋〕トラック運送業における価格転嫁・取引適正化に関する今後の取組について（要請）〔抜粋〕
１・下請法・下請振興法の改正内容に関する傘下会員への周知
　令和7年 5月16日に「下請代金支払遅延等防止法及び下請中小企業振興法の一部を改正する法律」が成立し、5月23日に公布されまし
た。今後、下請法は中小受託取引適正化法（取適法）、下請振興法は受託中小企業振興法（振興法）が通称となります。両法は、令和8年 1
月1日に施行されるため、改正内容について早期に理解を深めていただくことが重要です。
　つきましては、「下請法・下請振興法改正法について」（二次元コード）について、傘下会員への周知をお願いいたします。今後、国土交通
省や地域ごとの説明会も開催していく予定ですので、ご参加いただければ幸いです。

２．自主行動計画や取引適正化ガイドラインの改正、商慣習の見直し、パートナーシップ構築宣言
　「取引適正化」及び「付加価値向上」に向けた自主行動計画及び取引適正化ガイドラインを策定しているトラック運送業界におかれましては、
今般の法改正も踏まえまして、自主行動計画の内容の見直し及び国が策定した取引適正化ガイドラインの見直しへの協力をお願いいたします。
また、重ねてのお願いになりますが、価格転嫁を阻害する商慣習の一掃及び「パートナーシップ構築宣言」の推進などに向けて、引き続き、
自主行動計画に基づく取組の充実や改善をお願いいたします。

３．間接的な経費に関する価格交渉対象化の検討
　中小企業庁によれば、企業への調査・ヒアリングを通じ、「近年の物価上昇を受けて、警備、ビルメンテナンス、広告等の間接的な経費が
上昇しているが、価格交渉において価格転嫁を認めてもらえない」との声が多く寄せられています。
　すでに、エネルギー価格や労務費の転嫁については、重ねてのお願いを申し上げているところですが、それ以外にも、トラック運送業界に
おかれましては、運行管理者や整備管理者等の人件費、ドライバーに対する指導教育費、事務所運営費等の間接的な経費につきましても、取
引実態等に照らし、傘下企業において価格転嫁・交渉の対象としていただきますようお願いいたします。

４．トラック運送業界内における価格転嫁及び賃上げの取組
　トラックドライバーの賃上げのための価格転嫁・取引適正化については、荷主側のみならず、トラック運送業界内においても、取り組める
余地があるとの認識の下、
・�元請事業者をはじめとする他の事業者に運送委託を行う全てのトラック事業者は、改正物流法の着実な履行、多重取引構造を当然とする商
習慣の見直し、実運送事業者のコストを勘案した価格決定をしていただくこと
・�全てのトラック事業者は、労務費指針の趣旨を踏まえ、少なくとも運賃収入の上昇分は、トラックドライバーの給与の引上げに確実に反映
いただくこと
――について、引き続き、積極的かつ自主的な取組を進めていただくようお願いいたします。

中野国交大臣が全ト協会員事業者に対して積極的・自主的取り組みを求める

「実運送事業者のコストを勘案した価格決定」「実運送事業者のコストを勘案した価格決定」
「運賃収入上昇分のトラックドライバーの給与の引上げ」など「運賃収入上昇分のトラックドライバーの給与の引上げ」など

国
交
省

社　　　名　東九総合運輸㈱

本社所在地　大分県大分市大字駄原2905-10

代　表　者　代表取締役社長　松尾　達也

設　　　立　昭和53年10月

資　本　金　1,000万円

従 業 員 数　44人（うちドライバー36人）

車　両　数　41台

企業プロフィール

価格交渉促進月間特集
　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
い
て

は
︑
荷
主
企
業
か
ら
適
正
運
賃
・

料
金
を
収
受
し
︑
そ
れ
を
原
資
と

し
な
が
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
給
与
水

準
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
通
じ
て
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件
改
善
を
実
現
し
︑

労
働
力
不
足
へ
の
対
策
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
︑
持
続
可
能
な
物
流
の

実
現
に
向
け
て
不
可
欠
と
な
っ
て
い

ま
す
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑９
月
の

﹁
価
格
交
渉
促
進
月
間
﹂
に
合
わ

せ
て
︑
運
送
事
業
者
に
お
け
る
運
賃

・
料
金
交
渉
へ
の
対
応
状
況
や
具
体

的
な
進
め
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
大
分
県
大
分
市
に
本

社
を
構
え
る
東
九
総
合
運
輸
㈱
に

お
け
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
︒

事
例
紹
介
　
東
九
総
合
運
輸
株
式
会
社
（
大
分
県
大
分
市
）

荷
主
企
業
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
醸
成

相
互
理
解
を
深
め
て
運
賃
交
渉
成
功
に
繋
げ
る

実
際
の
取
引
価
格
を
基
に
原
価
計
算
を
実
施

努
力
の
結
果
を
「
正
直
に
伝
え
る
こ
と
」
が
信
頼
感
を
生
む

国
交
省
等
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
説
得
力
を
向
上

粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
て
運
賃
改
定
を
勝
ち
取
る

荷
物
を
輸
送
で
き
る
の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
お
か
げ

運
賃
交
渉
を
通
じ
て
待
遇
改
善
を
加
速
さ
せ
る

下請法・下請振興法改正法の概要
（公正取引委員会）

「
物
流
を
止
め
な
い
」
た
め
に

「
物
流
を
止
め
な
い
」
た
め
に

今
こ
そ
積
極
的
に
荷
主
企
業
と
の
運
賃
交
渉
を
！

今
こ
そ
積
極
的
に
荷
主
企
業
と
の
運
賃
交
渉
を
！

荷
主
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て　

取
引
条
件
改
善
・
物
流
効
率
化
に
果
敢
に
取
り
組
む

荷
主
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て　

取
引
条
件
改
善
・
物
流
効
率
化
に
果
敢
に
取
り
組
む

同社では、非鉄金属や電機製品、自動車部品の輸送を手がけており、フェリー
輸送なども活用しながら輸送効率のさらなる改善に取り組んでいる

松尾　悟
取締役会長

松尾　達也
代表取締役社長

交
渉
の
際
に
は
国
交
省
等
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
用
い
て
説
明
を
行
う
な
ど
、

説
得
力
を
も
た
せ
る
た
め
の
工
夫
を

行
っ
て
い
る
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

「働き方改革推進支援助成金」　令和７年度交付申請受付中
従業員の「働き方改革」を進めて 持続可能なトラック運送業界を目指しましょう！従業員の「働き方改革」を進めて 持続可能なトラック運送業界を目指しましょう！
厚労省 受付は 7 年 11 月 28 日まで

　

こ
の
コ
ー
ス
は
︑
生
産
性

を
向
上
さ
せ
︑
労
働
時
間
の

削
減
や
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
の
導
入
等
に
向
け
た

環
境
整
備
に
取
り
組
む
︑
自

動
車
運
転
の
業
務
に
従
事
す

る
労
働
者
を
雇
用
す
る
中
小

企
業
事
業
主
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
る
（
図
１
）︒

　

対
象
事
業
主
は
︑
次
の
通

　

こ
の
コ
ー
ス
は
︑
生
産
性

を
向
上
さ
せ
︑
時
間
外
労
働

の
削
減
︑
年
次
有
給
休
暇
や

特
別
休
暇
の
促
進
に
向
け
た

　
﹁
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
﹂

と
は
︑
勤
務
終
了
後
︑
次
の

勤
務
ま
で
に
一
定
以
上
の﹁
休

息
時
間
﹂を
設
け
る
こ
と
で
︑

環
境
整
備
に
取
り
組
む
中
小

企
業
事
業
主
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
る
（
図
５
）︒

　

対
象
事
業
主
は
︑次
の
通
り
︒

労
働
者
の
生
活
時
間
や
睡
眠

時
間
を
確
保
し
︑
健
康
保
持

や
過
重
労
働
の
防
止
を
図
る

も
の
で
︑
令
和
元
年
４
月
か

ら
制
度
の
導
入
が
義
務
化
さ

れ
て
い
る
︒

　

こ
の
コ
ー
ス
は
︑
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導
入

に
取
り
組
む
中
小
企
業
事
業

主
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る

（
図
８
）︒

　

対
象
事
業
主
は
︑
次
の
通

り
︒

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と　

︱
︱
な
ど

　

ま
た
︑
助
成
対
象
と
な
る

取
り
組
み
は
図
２
の
通
り
で
︑

い
ず
れ
か
１
つ
以
上
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

助
成
を
受
け
る
に
際
し
て

は
︑﹁
成
果
目
標
﹂（
図
６
）

か
ら
１
つ
以
上
を
選
択
の
上
︑

１
.
労
働
者
災
害
補
償
保
険

の
適
用
を
受
け
る
中
小
企
業

（
同
）
事
業
主
で
あ
る
こ
と

２
.
年
５
日
の
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
に
向
け
て
就
業
規

則
等
を
整
備
し
て
い
る
こ
と

３
.
交
付
申
請
時
点
で
︑
後

述
の
﹁
成
果
目
標
﹂（
図
６
）

①
~
③
の
設
定
に
向
け
た
条

１
.
労
働
者
災
害
補
償
保
険

の
適
用
を
受
け
る
中
小
企
業

（
同
）
事
業
主
で
あ
る
こ
と

２
.
36
協
定
を
締
結
し
て
お

り
︑
原
則
と
し
て
︑
過
去
２

年
間
に
お
い
て
月
45
時
間
を

超
え
る
時
間
外
労
働
の
実
態

が
あ
る
こ
と
（
基
本
的
に
は

月
45
時
間
を
超
え
る
時
間
外

達
成
を
目
指
し
て
取
り
組
み

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

助
成
上
限
額
と
助
成
額

は
︑
図
７
の
通
り
︒

労
働
の
実
態
が
あ
れ
ば
要
件

を
満
た
す
こ
と
と
な
る
）

３
.
年
５
日
の
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
に
向
け
て
就
業
規

則
等
を
整
備
し
て
い
る
こ
と

４
.
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
事
業
場
を
有
す
る
こ
と

①
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を

導
入
し
て
い
な
い
事
業
場

②
既
に
休
息
時
間
数
が
９
時

間
以
上
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
を
導
入
し
て
い
る
事
業

場
で
あ
っ
て
︑
対
象
と
な
る

労
働
者
が
当
該
事
業
場
に
所

属
す
る
労
働
者
の
半
数
以
下

で
あ
る
事
業
場

③
既
に
休
息
時
間
数
が
９
時

間
未
満
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
を
導
入
し
て
い
る
事
業

場
　

ま
た
︑
助
成
対
象
と
な
る

取
り
組
み
は
図
２
の
通
り
で
︑

　

各
コ
ー
ス
と
も
に
︑
交
付

申
請
の
受
付
は
︑
７
年
11
月

28
日
ま
で
︒な
お
︑同
助
成
金

は
予
算
に
制
約
が
あ
る
た

め
︑
７
年
11
月
28
日
以
前
に

予
告
な
く
交
付
申
請
の
受
付

を
締
め
切
る
場
合
が
あ
る
︒

　

交
付
申
請
書
類
は
︑
厚
労

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
︑

二
次
元
コ
ー
ド
①
②
③
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
交
付
申

請
書
類
等
の
提
出
は
︑
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労

働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部

（
室
）
ま
で
︒
な
お
︑
窓
口

へ
の
持
参
の
ほ
か
︑
郵
送
や

補
助
金
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

﹁
ｊ
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｓ
﹂
に
よ

る
申
請
（
二
次
元
コ
ー
ド
④
）

で
も
受
け
付
け
て
い
る
（
ｊ

Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｓ
の
利
用
に

は
︑
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
の
﹁
Ｇ
ビ

ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム
ア
カ
ウ
ン

ト
﹂
ま
た
は
﹁
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ

い
ず
れ
か
１
つ
以
上
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

助
成
を
受
け
る
に
際
し
て

は
︑﹁
成
果
目
標
﹂（
図
９
）

の
達
成
を
目
指
し
て
取
り
組

み
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

助
成
上
限
額
と
助
成
額

は
︑
図
10
の
通
り
︒

メ
ン
バ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
﹂
の

取
得
が
必
要
︒
詳
し
く
は
厚

労
省
Ｈ
Ｐ
を
参
照
）︒

　

各
コ
ー
ス
と
も
に
︑
交
付

決
定
後
に
︑
提
出
し
た
計
画

に
沿
っ
て
取
り
組
み
を
実
施
し

（
８
年
１
月
30
日
ま
で
）︑
そ

の
後
︑
労
働
局
に
支
給
申
請

を
行
う
（
申
請
期
限
は
︑
事

業
実
施
予
定
期
間
が
終
了
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
30
日
後

の
日
ま
た
は
８
年
２
月
６
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日
）︒

　

な
お
︑
申
請
に
関
す
る
質

問
等
は
︑
企
業
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局

（
二
次
元
コ
ー
ド
⑤
）
の
雇

用
環
境
・
均
等
部
（
室
）
ま

で
︒

り
︒

１
.
労
働
者
災
害
補
償
保
険

の
適
用
を
受
け
る
労
働
基
準

法
第
１
４
０
条
第
１
項
に
定

め
る
自
動
車
運
転
の
業
務
に

従
事
す
る
労
働
者
を
雇
用
す

る
中
小
企
業
（﹁
資
本
ま
た

は
出
資
額
３
億
円
以
下
﹂︑

﹁
常
時
使
用
す
る
労
働
者
３

０
０
人
以
下
﹂
の
い
ず
れ
か

の
要
件
を
満
た
す
企
業
）
事

業
主
で
あ
る
こ
と

２
.
年
５
日
の
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
に
向
け
て
就
業
規

則
等
を
整
備
し
て
い
る
こ
と

３
.
交
付
申
請
時
点
で
︑
36

協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ
と

︱
︱
な
ど

　

ま
た
︑
助
成
対
象
と
な
る

取
り
組
み
は
図
２
の
通
り
で
︑

い
ず
れ
か
１
つ
以
上
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

助
成
を
受
け
る
に
際
し
て

は
︑﹁
成
果
目
標
﹂（
図
３
）

か
ら
１
つ
以
上
を
選
択
の
上
︑

目
標
達
成
を
目
指
し
て
︑
助

成
対
象
と
な
る
取
り
組
み
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

助
成
上
限
額
と
助
成
額

は
︑
図
４
の
通
り
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
中
小
企
業
が
生
産
性
を
向
上
さ

せ
︑
従
業
員
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
︑﹁
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成

金
﹂
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
助
成
金
﹁
業
種
別
課
題
対
応
コ
ー
ス

（
運
送
業
等
）﹂︑﹁
労
働
時
間
短
縮
・
年
休
促
進
支
援

コ
ー
ス
﹂︑﹁
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
導
入
コ
ー
ス
﹂
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒
同
助
成
金
を
活
用
し
︑
従
業
員

の
労
働
環
境
改
善
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
︒
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労
働
時
間
の
削
減
等
に
取
り
組
む

労
働
時
間
の
削
減
等
に
取
り
組
む

中
小
運
送
事
業
者
を
支
援

中
小
運
送
事
業
者
を
支
援

1
業
種
別
課
題
対
応
コ
ー
ス
（
運
送
業
等
）

生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て

生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て

労
働
時
間
短
縮
・
年
休
促
進
を
実
現
へ

労
働
時
間
短
縮
・
年
休
促
進
を
実
現
へ

2
労
働
時
間
短
縮
・
年
休
促
進
支
援
コ
ー
ス

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
導
入
し
て

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
導
入
し
て

労
働
時
間
等
の
設
定
改
善
を
推
進

労
働
時
間
等
の
設
定
改
善
を
推
進

3
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
導
入
コ
ー
ス

交
付
申
請
受
付
期
限
は
７
年

交
付
申
請
受
付
期
限
は
７
年
1111
月月
2828
日日

詳
細
は
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と

詳
細
は
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と

4
交
付
申
請
に
つ
い
て

業種別課題
対応コース

労働時間短縮・
年休促進支援コース

勤務間インターバル
導入コース
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
中
央
交
通
安
全
対
策
会

議
交
通
対
策
本
部
決
定
の
令

和
７
年
﹁
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
﹂
推
進
要
綱
な
ら
び

に
国
土
交
通
省
策
定
の
同
実

施
計
画
に
基
づ
き
実
施
計
画

を
定
め
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
対
し
事
前
の
準

備
を
働
き
か
け
︑
９
月
21
日

㈰
か
ら
同
月
30
日
㈫
ま
で
の

期
間
中
︑
同
運
動
を
効
果
的

に
実
施
す
る
︒

　

ま
た
︑
国
の
﹁
交
通
事
故

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
︑
全

国
重
点
で
あ
る
﹁
歩
行
者
の

安
全
な
道
路
横
断
方
法
等
の

実
践
と
反
射
材
用
品
や
明
る

い
目
立
つ
色
の
衣
服
等
の
着

用
促
進
﹂︑﹁
な
が
ら
ス
マ
ホ

や
飲
酒
運
転
等
の
根
絶
と
夕

暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促

進
﹂︑﹁
自
転
車
・
特
定
小
型

原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル

ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
﹂

に
留
意
し
︑
さ
ら
に
︑
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
向
け
の
対
策
を

含
め
た
次
の
事
項
に
つ
い
て

積
極
的
に
取
り
組
む
︒

1
安
全
運
行
の
確
保

　

会
員
事
業
者
（
運
行
管
理

者
を
含
む
︒
以
下
﹁
事
業
者

等
﹂）
は
︑
運
転
者
に
対
し
︑

次
の
事
項
に
重
点
を
お
い
た

安
全
運
行
の
徹
底
に
つ
い
て

指
導
す
る
︒
特
に
︑
依
然
と

し
て
後
を
絶
た
な
い
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運
転

事
案
や
︑
事
故
の
約
半
数
を

追
突
事
故
が
占
め
︑
か
つ
︑

死
亡
・
重
傷
事
故
の
約
４
割

が
交
差
点
で
発
生
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
︑次
の
⑴
﹁
飲

酒
運
転
の
根
絶
﹂︑
⑵
﹁
追

突
事
故
及
び
交
差
点
に
お
け

る
事
故
の
防
止
﹂
を
最
重
点

推
進
項
目
と
し
て
徹
底
す
る
︒

︻
最
重
点
推
進
項
目
︼

⑴
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

近
年
の
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
飲
酒
事
案
の
急
増
を

踏
ま
え
︑
全
ト
協
が
作
成
し

た
﹁
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
活
用
し
︑
運

転
者
等
に
対
す
る
ア
ル
コ
ー

ル
検
知
器
の
携
行
︑
酒
気
帯

び
の
有
無
の
測
定
方
法
及
び

測
定
結
果
の
確
実
な
報
告
等

に
つ
い
て
指
導
を
徹
底
す
る
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
飲
酒
運
転
し
な
い

こ
と
の
宣
言
書
署
名
な
ど
︑

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
事

業
者
等
と
連
携
し
た
取
り
組

み
強
化
を
図
る
︒

⑵�

追
突
事
故
及
び
交
差
点
に

お
け
る
事
故
の
防
止

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
死
傷
事
故
の
約
半
数
を
占

め
︑
高
速
道
路
で
は
７
割
強

を
占
め
る
﹁
追
突
事
故
﹂︑

及
び
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
第

１
当
事
者
と
な
る
死
亡
・
重

傷
事
故
の
約
４
割
を
占
め
る

﹁
交
差
点
事
故
﹂
を
防
止
す

る
た
め
︑﹁
事
故
防
止
セ
ミ

ナ
ー
﹂
を
全
国
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
︑
交
通
事
故
実
態

に
即
し
た
運
転
者
へ
の
指
導

・
教
育
を
促
す
︒

　

ま
た
︑
事
故
防
止
に
有
効

な
安
全
装
置
の
普
及
等
に
よ

り
︑
追
突
事
故
防
止
及
び
交

差
点
に
お
け
る
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
︒

︻
重
点
推
進
項
目
︼

⑶�

子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

及
び
自
転
車
利
用
者
の
安

全
確
保
と
交
通
事
故
防
止

　

子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
及
び
自
転
車
利
用
者
の
傍

を
通
過
す
る
際
は
︑
十
分
に

速
度
を
落
と
す
な
ど
︑
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
を
励
行
す

る
︒
ま
た
︑
横
断
歩
道
に
お

い
て
歩
行
者
を
優
先
す
る
よ

う
徹
底
す
る
︒

⑷�

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

者
及
び
自
転
車
利
用
者
の

交
通
事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け

る
歩
行
中
及
び
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
前
照
灯
の
早
め
の
点

灯
と
︑
昼
間
よ
り
も
控
え
め

の
速
度
で
の
走
行
の
励
行
︑

交
差
点
通
過
時
に
お
け
る
車

両
周
辺
の
歩
行
者
等
の
安
全

確
認
の
励
行
を
徹
底
す
る
︒

⑸�

携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
用
禁
止
等
運
転
マ
ナ
ー

の
徹
底

　

乗
務
中
の
携
帯
電
話
に
よ

る
通
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
の
禁
止
に
つ
い
て
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
︑
妨
害

運
転
（
い
わ
ゆ
る
﹁
あ
お
り

運
転
﹂）
の
悪
質
性
・
危
険

性
を
周
知
し
︑
そ
の
防
止
を

徹
底
す
る
︒

⑹�

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

の
防
止

　

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

は
︑
高
速
道
路
に
入
り
１
時

間
以
内
に
多
く
発
生
し
て
い

る
た
め
︑
高
速
道
路
に
入
っ

た
後
は
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
休
憩
を
と
ら
せ
る
こ
と

と
す
る
他
︑
車
間
距
離
確
保

と
制
限
速
度
の
遵
守
等
︑
高

速
道
路
に
お
け
る
事
故
防
止

を
徹
底
す
る
︒

⑺
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
レ
ー

ラ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
﹁
鉄

鋼
輸
送
に
携
わ
る
プ
ロ
運
転

者
・
管
理
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂
等
を
活
用
し
︑
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
固
定
方
法
や
鋼
材

の
固
縛
方
法
を
再
確
認
し
︑

横
転
や
荷
崩
れ
等
の
ト
レ
ー

ラ
事
故
の
防
止
を
図
る
︒

⑻
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
及
び

全
ト
協
が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
健
康

起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
改
訂
版
）﹂
等
に
基
づ
き
︑

点
呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者

の
疲
労
︑
睡
眠
不
足
の
状
況

等
︑
健
康
状
態
の
確
認
を
徹

底
し
︑
体
調
急
変
に
伴
う
事

故
の
防
止
を
図
る
︒

⑼
過
労
運
転
等
の
防
止

　

事
業
者
等
は
︑運
転
者
に
︑

過
労
運
転
や
睡
眠
不
足
が
交

通
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
︑

休
憩
又
は
睡
眠
の
た
め
の
時

間
及
び
休
息
の
た
め
の
時
間

が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
勤

務
時
間
及
び
乗
務
時
間
を
定

め
る
と
と
も
に
︑
運
行
管
理

者
に
対
し
て
は
運
行
経
路
︑

運
行
時
間
︑
休
憩
地
点
等
を

含
む
適
切
な
運
行
指
示
書
の

作
成
や
運
行
計
画
︑
並
び
に

乗
務
割
の
作
成
を
行
い
︑
点

呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者
の

疲
労
︑睡
眠
不
足
の
状
況
等
︑

健
康
状
態
の
確
認
を
徹
底
す

る
よ
う
指
示
し
︑
過
労
運
転

や
睡
眠
不
足
に
よ
る
運
転
の

防
止
に
努
め
る
︒

⑽�

﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

集
﹂
を
活
用
し
た
安
全
意

識
の
高
揚

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
中
の
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂
等
を
活
用

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
実
施
し
︑﹁
だ

ろ
う
運
転
﹂
か
ら
﹁
か
も
し

れ
な
い
運
転
﹂
を
心
掛
け
る

よ
う
徹
底
を
図
る
︒

2�

車
両
の
安
全
性
の
確
保

　

事
業
者
等
は
︑﹁
自
動
車

点
検
整
備
推
進
運
動
﹂
及
び

﹁
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る

運
動
﹂を
積
極
的
に
推
進
し
︑

大
型
車
の
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ

ト
脱
落
等
に
よ
る
車
輪
脱
落

や
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
落
下
に
よ

る
事
故
等
を
防
止
す
る
た

め
︑
車
両
の
日
常
点
検
及
び

定
期
点
検
の
確
実
な
実
施
に

努
め
る
と
と
も
に
︑
速
度
抑

制
装
置
（
ス
ピ
ー
ド
リ
ミ
ッ

タ
ー
）
の
解
除
等
不
正
改
造

の
防
止
を
徹
底
す
る
︒

　

特
に
︑
近
年
︑
大
型
ト
ラ

ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故
が
相

次
い
で
い
る
た
め
︑
国
土
交

通
省
通
達
に
基
づ
く
緊
急
対

策
の
取
組
で
あ
る
﹁
大
型
車

の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
な
ど
を
通
じ
︑

適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
の

実
施
に
よ
り
車
輪
脱
落
事
故

防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る
︒

3�

事
故
情
報
等
の
収
集
に
よ

る
安
全
意
識
の
高
揚

　

事
業
者
等
は
︑
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
重
大

事
故
に
か
か
る
統
計
デ
ー

タ
﹂
や
︑
国
土
交
通
省
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
﹁
事
業
用
自
動

車
安
全
通
信
﹂
並
び
に
︑
事

業
用
自
動
車
事
故
調
査
委
員

会
の
調
査
報
告
書
に
提
言
さ

れ
て
い
る
再
発
防
止
策
等
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業

用
自
動
車
の
重
大
事
故
発
生

状
況
︑
事
業
用
自
動
車
に
係

る
各
種
安
全
対
策
等
に
つ
い

て
の
情
報
収
集
に
努
め
︑
従

業
員
の
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
︒

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
﹂
が
令

和
７
年
９
月
30
日
㈫
で
あ
る

こ
と
を
受
け
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
全
国
統
一
し
た
交

通
事
故
防
止
の
さ
ら
な
る
気

運
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
︑
９
月
30
日
を
﹁
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
﹂
と
し
て
取

り
組
む
︒

　

な
お
︑
交
通
安
全
運
動
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
︑
依
然

と
し
て
後
を
絶
た
な
い
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
﹁
飲
酒

運
転
事
案
﹂
や
︑
事
故
の
約

半
数
を
﹁
追
突
事
故
﹂
が
占

め
︑
か
つ
︑
死
亡
・
重
傷
事

故
の
約
４
割
が
﹁
交
差
点
﹂

で
発
生
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
︑
最
重
点
推
進
項
目
と

し
て
﹁
飲
酒
運
転
の
根
絶
﹂︑

﹁
追
突
事
故
及
び
交
差
点
に

お
け
る
事
故
の
防
止
﹂
の
２

点
に
つ
い
て
徹
底
し
て
取
り

組
む
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
は
︑﹁
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
﹂
に
つ
い
て

の
周
知
ポ
ス
タ
ー
（
左
上
）

お
よ
び
﹁
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の

交
通
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
﹂

に
つ
い
て
の
チ

ラ
シ
を
同
封
し

て
い
る
︒
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プラン
2025
目標

1,8041,804

1,7301,730
1,6771,677

1,5121,512

プラン 2020
スタート

プラン 2009
中間見直し

970970

死者数＋重傷者数（人）

飲酒運転人身事故件数（件）

1,4291,429

22
16

6

14
23

プラン 2025
スタート

追突・交差点事故ゼロを目指して追突・交差点事故ゼロを目指して

飲酒運転の根絶を目指して飲酒運転の根絶を目指して

出典：（公財）交通事故総合分析センター ※「死傷事故件数」および「死亡・重傷事故件数」は事業用貨物自動車を第１当事者とするもの（軽自動車を除く）

強強割割 は追突、は追突、

割近く割近く

左折時の9割近くは　　　　　左折時の9割近くは　　　　　
■交差点における死亡・重傷事故の状況■交差点における死亡・重傷事故の状況

66
77

　「トラック事業における総合安全プラン２０２５」では令和７年度までの目標を設定し、「飲酒運転の根絶」
「追突事故の防止」「交差点事故の防止」を最重点推進項目として、トラック運送業界全体で安全運行の確保
に積極的に取り組んでいます。
　また、トラック運送業界における全国統一した交通事故防止活動のさらなる気運の醸成を図るため、９月
30日㈫を「事業用トラックの交通事故ゼロを目指す日」として取り組みます。

死傷事故の高速道路高速道路での

プラン2025の目標値 ：
死者数と重傷者数の合計970人以下／飲酒運転ゼロ　　　　

うち

対歩行者対自転車

～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～

秋の全国交通安全運動

、右折時では8割近くが

死者数＋重傷者数

出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

飲酒運転人身事故件数

交差点一その他

交差点一対歩行者

交差点一対自転車
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398件398件
40%40%
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21%
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130件
13%

10%
102件

追突

11
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9月21日    ～30日日 火 まで令和７年令和７年

は駐・停車中の車両への追突

■高速道路における死傷事故の状況

正面衝突
0.1％左折時衝突

0.1％

「追突」のうち「追突」のうち
高速道路での高速道路での

がが

66.9%66.9%
車両への追突車両への追突
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追越・追抜時
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追 突
 63.2％
追 突
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高速道路死傷事故件数
1,113件
（2024年）

高速道路死傷事故件数
1,113件
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９月30日は事業用トラックの

被害者の
年齢別
事故件数

被害者の
年齢別
事故件数

被害者の
年齢別
事故件数

被害者の
年齢別
事故件数

第2264号（第3種郵便物認可）令和7年（2025年）9月1日

（参考）
 事業用自動車
安全通信
登録用

（参考）
 事業用自動車
事故調査委員会

全ト協令
和
７
年 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動　

公
益
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
実
施
計
画

最
重
点
に
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

「
追
突
事
故
及
び
交
差
点
に
お
け
る
事
故
の
防
止
」

９
月
30
日
は
「
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

令
和
７
年
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で

1面に関連
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▼
こ
こ
は
都
内
の
あ
る
メ
イ
ン
通
り

か
ら
一
本
奥
に
入
っ
た
︑
早
朝
の
喫

茶
店
︒
こ
の
お
店
は
︑
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
年
配
嗜
好
で
︑
大
半
が
常
連

客
の
印
象
で
す
︒
私
も
時
折
立
ち
寄

る
の
で
す
が
︑
窓
側
に
い
つ
も
座
っ

て
居
る
初
老
の
男
性
は
︑
私
の
知
る

限
り
毎
回
同
じ
作
業
を
熟
し
て
い
ま

す
︒
左
手
で
英
字
新
聞
を
捲
り
な
が

ら
右
手
で
辞
書
を
引
き
格
闘
す
る
よ

う
に
調
べ
て
は
︑
そ
の
都
度
﹁
ウ
ン

ウ
ン
﹂
と
自
ら
納
得
し
て
︑
大
学
ノ

ー
ト
に
習
得
し
た
内
容
を
小
ま
め
に

記
し
て
い
ま
す
︒
端
か
ら
見
て
も
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
の
が

分
か
り
感
心
し
ま
し
た
︒
そ
の
行
動

は
︑
あ
る
意
味
で
作
家
・
渡
辺
淳
一

著
﹃
孤
舟
﹄
の
主
人
公
で
︑
リ
タ
イ

ア
後
の
思
わ
ぬ
人
生
の
虚
無
感
に
苛

ま
れ
な
が
ら
孤
軍
奮
闘
し
︑
自
分
自

身
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
つ
け
る
大
谷

威
一
郎
に
似
通
っ
て
い
ま
し
た
︒
▼

一
方
こ
こ
は
︑
年
に
数
回
訪
れ
る
地

方
都
市
の
メ
イ
ン
通
り
に
あ
る
昭
和

レ
ト
ロ
な
喫
茶
店
の
地
下
１
階
︒
地

上
階
は
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
で
︑
必
然
的

に
煙
草
を
吸
わ
な
い
人
は
地
下
１
階

に
下
り
て
き
ま
す
︒
店
内
の
素
朴
な

佇
ま
い
に
魅
せ
ら
れ
︑
い
つ
も
大
勢

の
お
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の

喫
茶
店
の
エ
ル
字
型
の
カ
ウ
ン
タ
ー

最
奥
の
角
席
に
は
い
つ
も
初
老
の
男

性
が
座
り
︑
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
ロ
ッ
ク

を
ち
び
り
ち
び
り
飲
み
な
が
ら
︑
来

客
を
一
人
ひ
と
り
苦
み
走
っ
た
顔
付

き
で
観
察
し
て
い
ま
す
︒
後
で
お
店

の
店
員
さ
ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ
︑
最

奥
の
角
席
は
そ
の
男
性
の
﹁
キ
ー
プ

席
﹂
で
︑
毎
日
20
時
に
来
て
21
時
に

帰
る
と
の
こ
と
で
し
た
︒
仄
聞
し
た

老
舗
商
店
の
三
代
目
社
長
の
目
に
映

る
人
間
模
様
は
︑
如
何
な
も
の
な
の

か
逐
一
知
り
た
い
も
の
で
す
︒
▼
カ

フ
ェ
で
の
人
間
観
察
が
﹁
一
番
面
白

い
﹂
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
が
︑
そ

れ
は
﹁
他
者
の
行
動
や
感
情
の
機
微

に
触
れ
︑
そ
の
背
景
の
裏
に
あ
る
意

図
を
自
分
な
り
に
読
み
解
く
こ
と
﹂

に
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
人
間

観
察
の
原
点
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル

で
︑
街
で
た
ま
た
ま
擦
れ
違
う
人
︑

電
車
で
隣
り
合
わ
せ
に
な
る
人
︑
飲

食
店
で
偶
然
同
席
に
な
る
人
︑
旅
先

で
同
じ
観
光
地
を
巡
る
人
と
︑
合
縁

奇
縁
で
す
︒
▼
相
手
の
性
格
や
行
動

原
理
を
知
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
人

間
性
を
追
求
し
た
︑
く
ら
は
し
ま
や

こ
著
﹃
人
間
観
察
を
極
め
た
ら
悩
み

消
え
た
﹄
は
︑
人
間
観
察
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
役
立
つ
優
れ
も
の
で
す
︒

﹁
袖
振
り
合
う
も
他
生
の
縁
﹂︒
何

よ
り
も
大
事
な
の
は
︑
人
間
関
係
で

構
築
し
た
﹁
絆
﹂
に
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
！ 

（
山
崎　

薫
）
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『パレットの利用状況・回収時の作業状況に関する調査』へのご協力をお願いします

「標準仕様パレット」利用促進支援事業費補助金４次公募を実施中
10月17日㈮ 16 時まで

　令和 6 年 6 月に公表された「官民物流標準化懇談会 パレット
標準化推進分科会」の「最終とりまとめ」において、運送事業者
の負担軽減の観点から、仕分けに関しては着荷主による作業を原
則とし、運送事業者に対して、荷主間等で取り決めたパレットの
仕分け・積み込みの主体が共有されることが重要と整理されまし
た。一方で、現状、パレットの回収時における仕分けや積み込み
を運送事業者が契約外の作業として行っているケースもあると認
識しています。
　国土交通省としては、前記を踏まえ、パレットの仕分けや積み
込みの作業者およびそれらの情報共有の実態把握を目的とした調
査を実施しておりますので、本調査へのご協力をお願いいたしま
す。

　なお、ご回答については、特定の個社が識別できる情報として
公表されることはありません。

・�対象事業者：食品・日用品・化粧品のいずれか
を輸送されている運送事業者

・回答方法：Web 回答（二次元コードもしくは
全ト協ホームページの新着情報に掲載の URL）

・回答に要する時間：５分程度
・回答期限：令和７年９月 30 日㈫

本調査に関する問い合わせ先
受託者：㈱野村総合研究所　25log-std@nri.co.jp

　国土交通省では現在、荷役作業の効率化のための「標準仕様パ
レット」の利用促進支援事業費補助金の４次公募を行っている。
　これは、「荷主・物流事業者等が補助対象要件パレット（Ｔ 11 型：
レンタル）を導入し荷役作業の効率化に取り組む事業」および「補
助対象要件パレット（同）を効果的に活用し物流改善に取り組む

事業」に要する経費の一部を補助するもの。
　公募期間は、10 月 17 日㈮ 16 時まで（必着）。
事業期間は、交付決定日～令和８年１月 23 日㈮。
　詳細は、国交省ホームページ（二次元コード）
を参照。

国交省

高浜共立運輸株式会社
神谷　弘恵　代表取締役社長

　平成 26年に創設された「引越事業者優良認定（引
越安心マーク）制度」。現在、353事業者（1,696事
業所）が「引越優良事業者」として認定を受け、安
心・安全な引越サービスの提供に努めている。

　本企画では、引越安心マーク事業者における引越
サービスのレベルアップに向けた取り組みを紹介す
る。今回は、愛知県高浜市に本社を構える高浜共立
運輸㈱の神谷弘恵代表取締役社長にお話を伺った。

引越優良事業者訪問

「引越安心マーク」にふさわしい　信頼される引越事業者を目指して「引越安心マーク」にふさわしい　信頼される引越事業者を目指して
「あたりまえ」を大切にしながら　引越サービスの品質向上に繋げる「あたりまえ」を大切にしながら　引越サービスの品質向上に繋げる

高浜共立運輸株式会社（愛知県）高浜共立運輸株式会社（愛知県）

「引越安心マーク」のラッピングをまとった同社のトラック。同社では東海地方をメインに、地
域密着型の引越サービスを提供している

ま
ず
、
御
社
の
事
業
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

当
社
は
︑
自
動
車
部
品
輸

送
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

の
定
温
輸
送
︑
引
越
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
運
輸
事
業
と
︑
大

物
家
電
や
家
具
類
の
保
管
・

組
立
・
搬
入
・
設
置
︑
家
電

製
品
や
Ｉ
Ｔ
機
器
の
入
替
・

移
設
な
ど
を
行
う
物
流
管
理

事
業
を
展
開
す
る
運
送
会
社

で
す
︒
当
社
が
引
越
サ
ー
ビ

ス
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
昭
和
末
期
か
ら
で
︑

長
年
全
国
で
引
越
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
グ
ル
ー
プ
に
加

盟
し
て
い
ま
し
た
が
︑
５
年

ほ
ど
前
か
ら
﹁
ひ
よ
っ
こ
引

越
し
セ
ン
タ
ー
﹂
と
し
て
独

自
の
引
越
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
ま
す
︒

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
名
で
引
越

事
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
は
。

　

全
国
グ
ル
ー
プ
に
加
盟
し

て
い
た
頃
は
長
距
離
の
引
越

依
頼
も
多
く
︑
依
頼
を
い
た

だ
く
た
び
に
運
行
管
理
者
は

運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
に

追
わ
れ
て
い
ま
し
た
︒﹁
２
０

２
４
年
問
題
﹂
へ
の
対
応
が

間
近
に
迫
る
中
︑
地
元
密
着

型
の
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
す
る

こ
と
で
︑
運
行
管
理
者
や
ド

ラ
イ
バ
ー
の
定
着
率
ア
ッ
プ

を
図
り
た
い
と
考
え
︑
自
社

主
体
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
に
踏

み
切
り
ま
し
た
︒

　

現
在
は
︑高
浜
市（
地
図
）

周
辺
の
法
人
や
個
人
の
お
客

様
か
ら
の
依
頼
が
中
心
で
︑

東
海
地
方
を
主
な
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
︒

御
社
に
お
け
る
、
引
越
事
業

者
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

引
越
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
に
あ
た
っ
て
は
︑
当
社
の

ス
タ
ッ
フ
が
お
客
様
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
に
入
り
込
む
こ
と

に
な
り
ま
す
︒
ま
た
︑
我
々

が
運
ぶ
荷
物
は
︑
お
客
様
の

大
切
な
財
産
で
あ
り
︑
か
け

が
え
の
な
い
思
い
出
が
詰
ま

っ
て
い
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑

引
越
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際

し
て
は
︑お
客
様
の
﹁
課
題
﹂

を
﹁
満
足
﹂
に
変
え
る
﹁
丁

寧
な
接
遇
﹂
が
何
よ
り
も
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
︒

　

当
社
で
は
引
越
安
心
マ
ー

ク
制
度
が
創
設
さ
れ
る
前
か

ら
︑
引
越
部
の
管
理
者
等
に

対
し
て
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
実
施
し
て
い
る
﹁
引
越

基
本
講
習
﹂（
現
名
称
）や﹁
引

越
管
理
者
講
習
﹂（
同
）
を

受
講
さ
せ
て
い
ま
し
た
︒

　

一
方
で
︑
引
越
輸
送
に
あ

た
る
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

は
︑
輸
送
に
関
す
る
研
修
を

行
っ
て
は
い
た
も
の
の
︑
標

準
引
越
運
送
約
款
に
関
す
る

教
育
が
十
分
に
で
き
て
い
な

い
状
況
で
し
た
︒
ま
た
︑
引

越
管
理
者
講
習
の
内
容
が
︑

受
講
し
た
引
越
部
の
管
理
者

等
か
ら
ス
タ
ッ
フ
に
共
有
で

き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
大

き
な
課
題
で
し
た
︒

　

そ
こ
で
︑当
社
で
は
ま
ず
︑

業
務
の
進
捗
や
ト
ラ
ブ
ル
︑

相
談
な
ど
を
し
っ
か
り
と
管

理
者
に
伝
え
る
こ
と
で
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
観
点
か

ら
︑﹁
報
・
連
・
相
﹂
の
徹

底
に
取
り
組
み
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
引
越
管
理
者
講
習

の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る

﹁
引
越
に
か
か
る
ク
レ
ー
ム

に
つ
い
て
﹂
を
活
用
し
︑﹁
お

客
様
か
ら
ど
の
よ
う
な
ク
レ

ー
ム
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
の
か
﹂︑
そ
し
て
﹁
そ
う

し
た
ク
レ
ー
ム
を
防
ぐ
た
め

に
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
け
ば
い
い
の
か
﹂
な
ど
に

つ
い
て
引
越
に
関
わ
る
従
業

員
全
員
で
議
論
を
行
い
︑
そ

の
内
容
を
現
場
作
業
に
落
と

し
込
む
こ
と
で
業
務
改
善
を

進
め
︑
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
繋
げ
ま
し
た
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
見
積
も
り
時

の
下
見
で
お
客
様
先
に
訪
問

し
た
際
に
は
︑
標
準
引
越
運

送
約
款
の
内
容
を
お
客
様
に

読
み
上
げ
て
説
明
す
る
よ

う
︑
営
業
担
当
者
に
対
し
て

指
導
し
て
い
ま
す
︒
標
準
引

越
運
送
約
款
の
内
容
を
お
客

様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と

で
︑
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
︒

　

当
社
で
は
︑
引
越
安
心
マ

ー
ク
制
度
に
お
い
て
選
任
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
﹁
お

客
様
対
応
責
任
者
﹂と
し
て
︑

森
本
恵
理
香
取
締
役
を
選
任

し
て
い
ま
す
︒
森
本
取
締
役

に
は
︑
こ
れ
ま
で
の
当
社
に

お
け
る
引
越
ト
ラ
ブ
ル
を
事

例
集
と
し
て
詳
細
に
ま
と
め

て
も
ら
い
︑
全
ト
協
の
資
料

と
併
せ
て
従
業
員
全
員
で
共

有
し
︑
お
客
様
対
応
力
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
︒

引
越
作
業
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
、
気
を
付
け
て
い
る
ポ
イ

ン
ト
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　

愛
知
県
の
一
部
地
域
に
は
︑

結
婚
の
際
に
三
面
鏡
ド
レ
ッ

サ
ー
や
桐
ダ
ン
ス
等
の
婚
礼

家
具
や
着
物
な
ど
を
嫁
入
り

道
具
と
し
て
持
た
せ
る
文
化

が
残
っ
て
い
ま
す
︒
引
越
の

際
に
は
︑
こ
れ
ら
の
婚
礼
家

具
を
効
率
よ
く
運
ぶ
こ
と
が

課
題
と
な
り
ま
す
︒
も
ち
ろ

ん
︑
婚
礼
家
具
は
お
客
様
に

と
っ
て
思
い
入
れ
が
あ
る
も

の
ば
か
り
で
す
の
で
︑
下
見

を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
婚
礼

家
具
を
運
ぶ
必
要
が
あ
る
場

合
に
は
︑
お
客
様
に
説
明
し

た
上
で
︑
ス
タ
ッ
フ
を
増
員

し
て
作
業
に
あ
た
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
︒

　

引
越
作
業
に
あ
た
る
ス
タ

ッ
フ
は
︑
家
具
の
吊
り
上
げ

・
吊
り
下
げ
作
業
を
習
得
し

て
初
め
て
一
人
前
と
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒
特

に
︑
３
月
末
の
繁
忙
期
に
は

熟
練
ス
タ
ッ
フ
の
稼
働
調
整

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
︒

　

ま
た
︑
近
年
特
に
気
を
付

け
て
い
る
の
は
︑
個
人
情
報

保
護
へ
の
対
策
で
す
︒
お
客

様
が
引
越
サ
ー
ビ
ス
を
申
し

ス
の
底
上
げ
に
繋
が
り
ま
し

た
︒
引
越
事
業
者
の
信
頼
の

証
と
も
い
え
る
﹁
引
越
安
心

マ
ー
ク
﹂
を
取
得
し
た
こ
と

で
︑
当
社
の
ス
タ
ッ
フ
の
そ

う
し
た
思
い
が
よ
り
一
層
強

固
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
︒

引
越
安
心
マ
ー
ク
制
度
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
﹁
引
越
安
心
マ
ー
ク
﹂
は
︑

一
般
消
費
者
が
引
越
事
業
者

選
定
の
際
に
参
考
に
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
︒

　

消
費
者
の
中
に
は
︑﹁
安

く
引
越
を
済
ま
せ
た
い
﹂
と

考
え
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
︒
し
か
し
︑
お
客
様
に

寄
り
添
っ
た
形
で
︑
安
全
・

安
心
な
引
越
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
は
︑
適
正
な

運
賃
・
料
金
を
ご
負
担
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
お

客
様
に
安
心
し
て
引
越
を
依

頼
い
た
だ
け
る
引
越
事
業
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
引

越
安
心
マ
ー
ク
の
意
義
を
訴

求
す
る
こ
と
で
︑
引
越
安
心

マ
ー
ク
事
業
者
の
認
知
向
上

に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
︒

最
後
に
、
引
越
安
心
マ
ー
ク

事
業
者
と
し
て
の
御
社
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

進
学
や
就
職
︑結
婚
な
ど
︑

様
々
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と

密
接
に
関
係
す
る
引
越
は
︑

今
後
も
な
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
引
越
は

生
活
基
盤
を
移
す
と
い
う
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
と
も

に
︑
業
者
の
選
定
や
準
備
で

体
力
や
時
間
︑
精
神
力
を
消

耗
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
︒
そ
う
し
た
お
客
様
の
不

安
や
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
︑
当
社
は
引
越
安
心
マ
ー

ク
事
業
者
と
し
て
︑
接
遇
マ

ナ
ー
向
上
や
高
品
質
な
引
越

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
︑

よ
り
一
層
お
客
様
に
信
頼
い

た
だ
け
る
引
越
事
業
者
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

込
ま
れ
る
場
合
︑
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
情
報
を
引
越
事
業
者

に
伝
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

引
越
事
業
者
に
は
︑
個
人
情

報
の
漏
え
い
や
紛
失
を
防
ぐ

た
め
の
措
置
を
講
じ
る
責
任

が
あ
る
た
め
︑
引
越
サ
ー
ビ

ス
申
込
書
な
ど
個
人
情
報
が

記
さ
れ
た
書
類
の
取
り
扱
い

に
は
特
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
︒
一
方
で
︑
引
越

作
業
に
は
チ
ー
ム
で
あ
た
る

た
め
ス
タ
ッ
フ
が
複
数
人
い

ま
す
が
︑
当
社
で
は
お
客
様

の
個
人
情
報
は
限
ら
れ
た
従

業
員
の
み
で
共
有
す
る
こ
と

を
徹
底
し
て
い
ま
す
︒
想
定

で
き
な
い
よ
う
な
デ
リ
ケ
ー

ト
な
問
題
に
発
展
し
て
し
ま

う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い

こ
と
か
ら
︑
お
客
様
の
個
人

情
報
の
扱
い
に
は
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

「
引
越
安
心
マ
ー
ク
」
取
得

に
よ
っ
て
、
何
か
変
化
や
メ
リ

ッ
ト
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

顧
客
対
応
力
の
向
上
や
管

理
者
と
ス
タ
ッ
フ
間
の
連
携

強
化
な
ど
を
通
じ
て
︑
ス
タ

ッ
フ
の
中
で
﹁
高
品
質
な
引

越
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ

て
︑
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
た
い
﹂
と
い
う
意
識
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
︒
そ
の
結

果
︑
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
﹁
自

分
た
ち
の
仕
事
に
は
ム
ダ
な

こ
と
は
な
い
﹂︑﹁
仕
事
に
対

し
て
面
倒
に
感
じ
て
は
い
け

な
い
﹂
な
と
ど
い
っ
た
気
持

ち
が
生
ま
れ
︑
引
越
サ
ー
ビ

会社名	 高浜共立運輸株式会社
代表者	 代表取締役社長　神谷　弘恵
本　社	 愛知県高浜市碧海町 5-1-28
創　業	 昭和 26 年 4 月１日
設　立	 昭和 47 年 4 月１日
資本金	 1,400 万円
従業員数	 35 人（うちドライバー 29 人）
車両台数	 22 台

企業プロフィール

複数名のチームで引越作業にあたる同社のスタッフ。家具
の吊り上げ・吊り下げ作業を習得して、初めて一人前と認
められる

引越安心マーク制度において選任が義務付けられている「お客様対
応責任者」を務める森本取締役。森本取締役は基本的に社内に
常駐し、お客様からの電話に即座に対応できる体制を整えている

浜名湖

［愛知県高浜市と県内主要都市との位置関係］
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プラン
2025
目標

1,8041,804

1,7301,730
1,6771,677

1,5121,512

プラン 2020
スタート

プラン 2009
中間見直し

970970

死者数＋重傷者数（人）

飲酒運転人身事故件数（件）

1,4291,429

22
16

6

14
23

プラン 2025
スタート

追突・交差点事故ゼロを目指して追突・交差点事故ゼロを目指して

飲酒運転の根絶を目指して飲酒運転の根絶を目指して

出典：（公財）交通事故総合分析センター ※「死傷事故件数」および「死亡・重傷事故件数」は事業用貨物自動車を第１当事者とするもの（軽自動車を除く）

強強割割 は追突、は追突、

割近く割近く

左折時の9割近くは　　　　　左折時の9割近くは　　　　　
■交差点における死亡・重傷事故の状況■交差点における死亡・重傷事故の状況

66
77

　「トラック事業における総合安全プラン２０２５」では令和７年度までの目標を設定し、「飲酒運転の根絶」
「追突事故の防止」「交差点事故の防止」を最重点推進項目として、トラック運送業界全体で安全運行の確保
に積極的に取り組んでいます。
　また、トラック運送業界における全国統一した交通事故防止活動のさらなる気運の醸成を図るため、９月
30日㈫を「事業用トラックの交通事故ゼロを目指す日」として取り組みます。

死傷事故の高速道路高速道路での

プラン2025の目標値 ：
死者数と重傷者数の合計970人以下／飲酒運転ゼロ　　　　

うち

対歩行者対自転車

～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～

秋の全国交通安全運動

、右折時では8割近くが

死者数＋重傷者数

出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

飲酒運転人身事故件数

交差点一その他

交差点一対歩行者

交差点一対自転車
死亡・重傷
事故件数
994 件

（2024 年）

398件398件
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130件
13%
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追突

11

22

9月21日    ～30日日 火 まで令和７年令和７年

は駐・停車中の車両への追突

■高速道路における死傷事故の状況

正面衝突
0.1％左折時衝突

0.1％

「追突」のうち「追突」のうち
高速道路での高速道路での

がが

66.9%66.9%
車両への追突車両への追突

駐・停車中の駐・停車中の

追越・追抜時
衝突
5.5％

後退時衝突
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出会い頭衝突
0.４％

人対車両 1.1％人対車両 1.1％

人対車両(その他)
 　　　　　　1.0％

 3.3車両単独 %

車両相互
（その他）
5.4％

追 突
 63.2％
追 突
 63.2％

車両相互 95.6％

高速道路死傷事故件数
1,113件
（2024年）

高速道路死傷事故件数
1,113件
（2024年）

車両単独 3.3％車両単独 3.3％

進路変更時衝突
20.2％
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９月30日は事業用トラックの
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